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長浜保育所の入園式

E 
第 1固定例会 P19 人権作文

ライフサイクルにそった健康 P20 年金コーナー

管理を⑤ P21 大陰城ゆかりの地①

予算の使いみち P22 ルポ

町職員人事異動 P23 文芸 1歳です 表彰

P24 戸籍ほか

4月4目、町内各保育所で入

園式が行われ、新し<2 7人が

園児の仲間入りをしました。
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主ド度施政平

ちと量口、i
活力あ

関員総参加
海とJII

長
浜
町
議
会
第
一
回
定
例
会
が
、
ゴ
一
月
七
日
か
ら
十
二
日
ま
で
の
六
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
西
田
町
長
の
平
成
十
四
年
度
施
政
方
針
表
明
に
引
き
続
き
、
六
人
の
議
一
月
が
↓
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
口

議
案
審
議
で
は
、
千
成
十
三
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
五
号
)
、
肱
川
清
流
保
全
条
例
、

平
成
十
四
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
予
算
、
長
浜
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
議
会

の
同
意
を
求
め
る
こ
と
な
ど
の
議
案
四
十
五
件
が
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
青
島
海
運
有
限
会
社
の
経
営
状
況
に
関
す
る
報
告
や
、
例
月
出
納
検
査
な
ど
の
議
会
報
告
案
件

四
件
も
、
す
べ
て
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
口

施
政
方
針
、
一
般
質
問
、
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

効
率
的
。
重
点
的
な

配
分
を
基
調
に

本
年
度
の
予
算
制
成
に
当
た
っ
て
は
、

国
の
予
釘
や
他
方
財
政
計
同
等
の
動
向

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
前
年
比
七
・
六
%

の
大
幅
減
の
編
成
と
し
て
い
る
。
一
般

経
常
経
費
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
特

別
な
も
の
を
除
き
可
能
な
限
り
節
減
す

る
と
と
も
に
、
普
通
建
設
事
業
に
つ
い

て
も
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
住
民
福

祉
に
直
結
す
る
事
業
及
び
産
業
振
興
対

策
へ
の
効
率
的
a

重
点
的
な
配
分
を
基

調
に

L
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
私
の
町
政
川
年
間
の
最

終
年
度
に
臨
む
所
信
の
一
端
を
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

間
違
い
の
な
い
判
断
を

し
て
い
き
た
い

ま
ず
、
山

rU呪
ダ
ム
建
設
問
題
に
つ

い
て
で
あ
る
が
、
平
成
ト
二
年
十
一
月

に
は
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
公
共
事
業

の
抜
本
的
見
宵
し
と
い
う
事
態
を
受
け
、

十
一
一
一
年
五
月
に
は
、
「
肱
川
の
抱
え
る

課
題
解
消
の
た
め
に
」
と
す
る
流
域
に

配
慮
し
た
形
の
見
直
し
案
が
国
土
交
通

有
か
ら
提
示
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
同
年
八
月
に
は
事
業
費
手

の
提
示
も
あ
り
、
松
山
市
を
は
じ
め
と

す
る
三
市
五
町
で
は
、
十
今
日
一
目
、

実
質
的
に
受
け
入
れ
拒
が
と
い
う
選
択

を
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

十
一
月
十
六
け
の
同
土
交
通
省
四
国
地

方
整
備
同
の
事
業
評
価
監
悦
委
員
会
で

の
、
「
中
予
地
区
の
利
水
事
業
を
山
鳥

坂
ダ
ム
事
業
か
ら
除
外
し
、
肱
川
の
治

水
や
河
川
環
境
の
課
題
解
消
の
た
め
の

事
業
と
し
て
、
流
域
の
ん
円
一
し
田
一
形
比
を
前

提
と
し
た
計
両
の
再
構
築
を
」
と
い
う

審
議
結
果
に
基
づ
き
、
現
在
、
国
十
交

通
省
で
は
そ
の
再
見
直
し
作
業
に
鋭
立

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
c

本
問
題
に
つ
い
て
は
松
々
な
こ
意
見

が
あ
る
が
、
中
予
分
水
事
業
が
中
止
と

な
っ
た
今
後
は
、
私
た
ち
沿
川
住
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
と
い
う
自
分
た
ち

の
問
題
と
し
て
認
識
し
、
さ
ら
に
、
今

日
ま
で
の
河
川
環
境
変
化
を
改
善
し
、

後
世
へ
引
き
継
い
で
い
く
と
い
う
迩
勢

に
大
き
な
昔
日
式
と
使
命
が
あ
る
と
与
え

て
い
る
。
私
は
、
沿
川
住
民
の
皆
さ
ん

が
洪
水
被
害
を
乏
け
る
地
域
で
生
活
字
一

営
ん
で
い
る
と
い
う
認
識
の
巾
で
、
安

心
し
て
事
業
活
動
が
で
き
る
よ
う
な
肱

川
流
域
を
確
立
す
る
こ
と
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

近
く
、
再
見
直
し
案
が
提
示
さ
れ
る

も
の
と
忠
う
が
、
関
係
自
治
体
が
一
体

と
な
り
、
治
水
や
環
境
と
い
う
共
通
し

た
見
地
か
ら
、
ま
た
、
将
来
の
肱
川
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
視
点
で
、
私

た
ち
円
身
が
肱
川
及
び
流
域
の
目
指
す
ノ

ト
々
山
を
決
め
た
上
で
、
積
極
的
に
国
・

県
に
協
力
を
要
請
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
再
見
直
し

案
が
提
示
さ
れ
た
な
ら
ば
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
ご
報
告
申
し
し
し
げ
、
正
念
場
を

迎
え
て
い
る
こ
の
間
題
に
対
し
、
間
違

い
の
な
い
判
断
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る

吋
及
的
な
整
備
要
請
を

行
っ
て
い
る

次
仁
、
肱
川
河
川
改
修
事
業
で
あ
る
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が
、
最
下
流
に
位
目
す
る
当
町
の
治
水

安
全
皮
は
依
然
と
し
て
低
い
状
況
に
あ

り
、
大
洲
市
左
と
も
に
回
・
県
に
強
く

そ
の
可
及
的
な
整
備
要
請
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
年
は
、
か
ね
て

か
ら
準
備
を
進
め
て
い
た
大
和
(
郷
)

地
区
の
大
和
川
と
肱
川
本
川
の
改
修
に

伴
、
つ
宅
地
の
嵩
上
げ
を
、
水
防
災
対
策

特
定
河
川
事
業
の
導
入
に
よ
り
着
手
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

こ
れ
と
合
わ
せ
、
本
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
大
和
(
郷
)
土
地
区
同
整
理

事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
度
か

ら
一
部
建
物
の
移
転
と
合
わ
せ
て
、
上
・

下
水
道
及
び
区
画
道
路
等
の
施
設
整
併

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
一
し
ま
た
、
事

業
の
総
体
的
進
度
を
阿
る
上
か
ら
も
、

対
岸
の
ヒ
老
松
地
医
の
整
備
計
画
に
つ

い
て
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
議
に
人

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
を

推
進
し
た
い

都
市
計
画
に
つ
い
て
は
、
河
川
整
備

に
伴
う
土
地
利
用
の
変
化
等
を
勘
索
し
、

柱
環
境
な
ど
の
計
画
的
な
町
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
昨
年
五
月
に
都
市
計
画

区
域
の
拡
大
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
つ

現
在
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
中
で

あ
る
が
、
将
来
は
こ
れ
に
沿
っ
た
面
的

整
備
と
古
わ
せ
、
よ
り
よ
い
地
域
ミ
つ
く

り
ゃ
」
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

第
三
次
開
発
事
業

基
本
計
岡
の
見
直
し
を

水防災対策特空河川事業が導入される大和(婦)地区

港
湾
整
備
に
コ
い
て
は
、
本
年
度
も

県
也
事
業
の
付
防
波
堤
、
小
型
恥
だ
ま

り
と
併
せ
て
、
町
単
独
の
公
共
用
地
造

成
事
業
を
積
招
的
に
推
進
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
特
に
今
年
度
は
、
小
明
船

だ
ま
り
の
概
成
し
と
公
共
同
地
の
造
成
が

完
成
す
る
こ
し
心
か
ら
、
今
後
の
港
湾
赦
正

備
と
の
整
合
を
凶
り
な
が
ら
、
第
一
三
次

開
発
事
業
基
本
計
画
の
内
容
に
う
い
て

も
、
時
間
的
経
過
の
中
で
円
検
討
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
見

直
し
を
行
い
た
い
。

ま
た
、
和
海
工
業
団
地
の
公
社
一
八
岸
壁

に
つ
い
て
は
、
船
舶
の
た
型
化
に
も
対

応
で
き
る
第
三
川

1
ス
の
早
期
着
手
を

問
係
機
関
に
強
く
要
一
惜
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

改
良
整
備
を
積
極
的
ピ

推
進
し
た
い

道
路
網
の
繋
備
に
つ
い
て
は
、
住
民

の
安
全
確
保
を
は
じ
め
、
防
災
も
視
野

に
入
れ
た
改
良
整
備
を
積
極
的
に
推
進

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
主
要
地
ト
刀
道

大
洲
長
浜
線
は
、
市
街
地
内
の
局
部
改

良
に
向
け
条
件
整
備
を
引
き
続
き
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
、
長
浜
中
村
線
で
は
、

白
滝
大
橋
が
接
道
す
る
付
近
か
ら
上
流

域
や
、
肱
川
支
川
の
河
川
改
修
を
進
め 整備が推進される小型船だまりと公共用地

で
い
る
未
改
良
一

ι問
の
早
期
整
備
を
強

く
要
望
し
て
い
る
と
ご
ろ
で
あ
る
。
長

浜
保
内
線
に
つ
い
て
は
、
大
和
一
一
郷
)

地
区
の
道
路
性
怖
が
主
体
と
な
る
も
の

と
凪
う
が
、
平
成
十
五
年
度
末
の
開
通

に
向
け
て
整
備
を

L
て
い
た
だ
く
よ
う

要
帯
し
て
い
る
。
櫛
生
大
洲
線
は
、
集

落
内
通
過
以
一
聞
の
早
期
改
良
に
つ
い
て
、

地
滑
り
防
止
対
策
事
業
と
併
せ
た
整
備

を
曜
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

町
道
の
改
良
整
備
に
つ
い
て
は
、
黒

田
大
屋
根
等
一
紋
幹
線
道
の
改
良
促
進

を
は
じ
め
、
集
落
聞
を
鮎
ぶ
重
要
路
線

の
整
備
に
つ
い
て
も
、
地
域
性
・
緊
要

性
与
を
見
極
め
な
が
ら
順
次
繋
備
を
川

る
考
え
で
あ
る
。

諸
事
業
の
導
入
を

継
続
し
て

防
災
事
主
に
つ
い
て
は
、
治
山
・
治

水
事
業
を
は
じ
め
、
地
滑
り
対
策
事
業

や
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
宇
業
等
諸
事
業

の
導
入
を
継
坑
し
て
い
き
た
い
。
被
害

が
繰
り
返
し
発
生
し
て
い
る
出
出
川
の

改
具
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
県
に
よ
り

検
討
い
た
ど
い
て
お
り
、
今
年
度
中
に

は
計
画
方
針
が
決
定
さ
れ
る
も
の
と
思
っ

て
い
る
が
、
可
能
な
限
り
半
期
監
惰
が

同
ら
れ
る
よ
、
つ
強
く
要
望
し
て
い
き
た

1
V
 

導
入
可
能
な
施
策
を

取
り
入
れ
て

産
業
の
振
興
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

農
林
水
産
業
房
一
取
り
巻
く
環
境
は
、
担

い
手
不
足
や
景
気
の
低
迷
等
、
極
め
て

厳
L
い
状
況
に
あ
り
、
導
入
可
能
な
国
企

県
の
施
策
は
で
き
る
限
り
取
り
入
れ
、

町
単
独
事
業
と
併
せ
、
関
係
組
合
と
の

連
携
を
密
に
し
、
積
極
的
に
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
ず
民
業
に
つ
い
て
は
、
基
幹
作
物

で
あ
る
温
州
み
か
ん
、
伊
予
柑
の
優
良

系
統
へ
の
改
植
、
認
定
農
業
者
の
佐
保
、

耕
作
投
棄
地
の
有
効
利
用
の
促
進
、
さ

ら
に
、
中
山
同
地
域
手
直
接
支
弘
制
度

に
よ
る
集
落
協
定
対
象
農
地
の
拡
大
半
寸優良系統改植事業で整備ぎれた園地
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の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
幹
線
道
路
の
開

設
幽
支
援
を
継
続
し
て
行
う
と
と
も
に
、

計
画
的
な
育
林
、
除
間
伐
の
促
進
、
林

内
道
の
新
設
等
の
森
林
整
備
を
推
進
し
、

併
せ
て
、
椎
茸
に
つ
い
て
も
、
優
良
種

駒
の
導
入
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。
特

に
、
放
置
林
が
急
増
し
て
い
る
山
林
対

策
と
し
て
、
町
独
自
の
森
林
整
備
事
業

を
は
じ
め
、
県
の
森
林
整
備
担
い
手
確

保
育
成
対
策
補
助
事
業
を
導
入
し
、
森

林
保
全
、
優
良
林
産
材
の
確
保
等
を
目

途
と
し
た
、
専
従
の
林
業
従
事
者
の
確

保
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

漁
業
に
つ
い
て
は
、
魚
礁
、
築
い
そ

の
造
成
に
よ
る
生
産
基
盤
の
整
備
や
、

つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
推
進
に
取
り
組防波堤整備が進められる櫛生漁港

む
と
と
も
に
、
櫛
生
漁
港
に
つ
い
て
は
、

荒
天
時
に
お
い
て
も
安
心
し
て
係
留
で

き
る
よ
う
機
能
の
向
上
を
目
指
し
た
施

設
整
備
に
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
活
力
に
満
ち

た
商
庖
街
づ
く
り
を
目
指
し
た
経
営
の

改
善
や
、
地
域
振
興
事
業
等
に
対
し
、

商
工
会
を
通
じ
て
引
き
続
き
支
援
す
る

と
と
も
に
、
町
内
中
小
企
業
の
育
成
振

興
に
努
め
て
い
き
た
い
。
特
に
、
商
品

券
発
行
事
業
に
つ
い
て
は
、
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
の
発
行
を
前
年
度
の
倍

績
と
し
、
発
売
時
期
に
つ
い
て
も
さ
ら

に
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
肱
川
あ
ら

し
等
の
恵
ま
れ
た
自
然
景
観
や
観
光
資

源
、
貴
重
な
文
化
遺
産
等
を
有
効
に
活

用
し
、
観
光
宣
伝
は
も
と
よ
り
、
受
け

入
れ
体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

抜
本
的
な
保
育
所

統
廃
合
の
検
討
を

乳
幼
児
の
保
育
に
つ
い
て
は
、
少
子

化
や
保
育
施
設
の
老
朽
化
、
移
転
問
題

等
の
事
情
か
ら
各
保
育
所
の
あ
り
方
が

問
わ
れ
て
お
り
、
抜
本
的
な
保
育
所
統

廃
合
の
検
討
は
避
け
て
通
れ
な
い
重
要

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
長

浜
町
立
保
育
所
統
廃
合
検
討
委
員
会
で
、

八
保
育
所
の
統
廃
合
や
多
様
な
ニ

l
ズ

に
対
処
す
る
た
め
の
諸
事
業
等
に
つ
い

て
検
討
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
、
健

全
な
乳
幼
児
の
育
成
に
資
す
る
最
善
の

方
向
を
見
極
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。十
五
年
八
月
をめ
ど
に

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
は
、
住
民
の
利
便
を
増
進
す
る
と
と

も
に
、
国
・
地
方
行
政
を
通
じ
た
高
度

情
報
化
の
推
進
を
図
る
上
で
必
要
不
可

欠
な
も
の
で
あ
る
。
本
町
に
お
い
て
も
、

平
成
十
三
年
度
中
に
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
着
手
し
、
平
成
十

五
年
八
月
を
め
ど
に
各
市
町
村
と
の
住 14年度長浜保育所の入国式(資料写真)

民
票
(
写
)
の
広
域
交
付
の
サ
ー
ビ
ス

が
開
始
で
き
る
よ
う
整
備
を
阿
っ
て
い

き
た
い
。
保
健
セ
ン
タ
ー
を

拠
点
と
し
て

保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
と
し
て
、
予
防
体
制
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
住
民
の
健
康
に
対

す
る
意
識
の
高
揚
を
凶
り
つ
つ
保
健
業

務
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
二
十
一
世
紀

に
お
け
る
同
民
健
康
づ
く
り
運
動
の
啓

発
、
十
四
年
度
に
県
か
ら
委
譲
さ
れ
る

精
神
保
健
事
業
に
つ
い
て
の
支
援
体
制

を
整
え
て
い
き
た
い
。
母
子
保
健
に
つ

い
て
も
、
乳
幼
児
の
健
康
診
査
及
び
栄

養
指
導
、
家
庭
訪
問
に
よ
る
指
導
の
充

実
等
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

し
v

高
齢
者
福
祉
事
業
に
つ
い
て
は
、
養

護
老
人
ホ
I
ム
さ
く
ら
苑
の
完
成
と
合

わ
せ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
併
設
、
さ
ら

に
、
隣
接
し
て
老
人
保
健
施
設
も
開
設

さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
総
合
的
な
高
齢

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ
る

も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
等
の
介
護
予
防
と
生
活
支
援
を
推
進

し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
定
着
化
を
凶
る

4月にオ プンした高齢者総合福祉センター

4 

と
と
も
に
、
平
成
卜
五
年
度
の
保
険
料

改
正
を
念
頭
に
、
事
業
計
画
の
見
直
し

作
業
に
着
手
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、

総
合
的
な
相
談
窓
円
と
な
る
よ
う
、
高

齢
者
介
護
家
族
の
支
援
と
、
家
族
介
護

力
の
向
上
と
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

一
方
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
高
医

療
対
策
に
つ
い
て
も
、
医
療
費
の
現
状

と
そ
の
分
析
結
果
を
町
民
の
皆
さ
ん
に

機
会
あ
る
ご
と
に
説
明
し
、
認
識
が
深

ま
る
よ
う
努
め
、
早
期
健
全
化
に
向
け

て
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

一
人
ひ
と
り
が
深
い

理
解
と
認
識
を
持
っ
て

環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、
廃
棄
物
の



再
利
旧
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
取

り
組
み
を
行
、
つ
ヂ
ア
と
が
喫
緊
の
課
題
と

し
て
顕
在
化
L
て
き
て
お
り
、
町
民
一

人
ひ
と
り
が
深
い
理
解
と
認
識
を
持
っ

て
主
践
し
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
一
引
と
し
て
、
地
方

自
治
体
に
対
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
抑
制
等
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
計

画
「
定
行
計
画
」
策
定
が
義
務
づ
け
ら

れ
た
こ
と
を
受
け
、
そ
の
推
進
体
制
手
一

国
る
と
と
も
に
、
環
境
保
護
対
策
を
推

進
し
て
い
き
た
い
c

水
環
組
改
一
告
と
し
て
は
、
杭
U

州
市
町

村
二
十
山
九
町
一
一
什
一
が
連
抗
を
凶
り

な
が
ら
、
河
川
の
泊
化
を
凶
る
べ
く

「
肱
川
清
流
保
全
条
例
」
を
制
定

L
、

河
川
浄
化
レ
〆
一
河
川
環
境
の
供
全
斗
一
推
進(資料写真)

し
て
い
き
た
い
づ
生
活
排
水
の
処
刑
叫
に

関
し
て
は
、
合
併
処
用
浄
化
槽
の
設
置

を
汗
及
促
進
さ
せ
る
と
と
も
に
、
総
合

的
な
排
水
処
理
対
策
の
検
討
を
行
い
、

快
適
な
水
山
一
合
同
の
削
山
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

思
芥
処
理
に
つ
い
て
は
、
ポ
ス
タ
ー
-

広
報
に
よ
り
排
出
ル

l
ル
の
徹
底
指
導

を
行
う
と
と
も
一

ι、
不
法
投
全
防
止
の

た
め
、
海
岸
部
・
山
間
地
の
監
視
を
強

化
し
て
住
民
モ
ラ
ル
の
喰
起
、
政
口
定
に

努
め
、
ご
み
の
排
山
抑
制
と
蛍
源
リ
サ

イ
ク
ル
に
、
皆
き
ん
の
ご
協
力
を
得
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
町
と
し

て
は
、
個
々
の
事
主
を
遅
滞
な
く
着
実

に
推
注
し
、
効
果
が
上
が
る
よ
う
官
民

一
体
土
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

「
生
き
る
力
」
の

育
成
を
闘
っ
て

ごみの排出抑制が求められている

教
育
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
平

成
十
四
年
ほ
か
ら
新
し
い
学
習
指
導
要

領
の
完
全
実
施
と
学
校
完
全
週
五
日
制

の
完
施
、
総
合
的
な
学
官
の
時
聞
の
導

入
手
、
子
ど
も
た
ち
が
山
一
P

か
な
人
向
性

や
自
ら
学
び
考
え
る
「
生
き
る
力
」
の

育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
「
た
く
ま
し

く
生
き
る
た
め
の
健
康
の
増
進
と
体
力

の
山
上
」
を
凶
る
こ
と
を

H
指
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
υ

学
院
施
設
の

整
備
に
つ
い
て
も
、
年
次
計
画
に
よ
り
、

児
童
、
生
徒
の
安
全
確
保
と
教
育
環
誌

の
改
善
を
図
り
た
い
。

学
佼
給
食
に
つ
い
て
は
、
長
浜
中
学

校
で
の
単
独
調
理
場
方
式
(
自
校
式
)

に
よ
る
給
食
実
施
を
念
頭
に
、
平
成
十

五
年
度
内
の
整
備
、
十
六
年
四
月
実
施

を
日
標
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
べ
く
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

社
会
較
す
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と

り
が
奈
し
く
生
き
が
い
の
あ
る
生
涯
学

習
を
推
進
し
て
お
り
、

I
T
講
宵
に
つ

い
て
も
さ
ら
に
進
め
て
継
続
し
、
他
府

で
文
化
的
な
生
活
が
営
め
る
町
づ
く
り

を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

社
会
体
育
に
つ
い
て
は
、
晴
海
ふ
れ 昨年度完成した長浜町スポーツセンター

あ
い
パ

l
ク
、
ス
ポ
ー
ツ
七
ン
タ
ー
を

核
と
し
て
λ
ポ
l
ツ
の
推
進
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
る
の

人
権
、
同
和
教
古
に
う
い
て
は
、
長

浜
町
人
権
尊
重
の
町
、
つ
く
り
条
例
の
趣

日
に
主
づ
き
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
一
方

別
の
な
い
山
明
る
く
住
み
よ
い
町
の
実
現

に
努
力
し
で
い
き
た
い
c

議
会
@
行
政
・
住
民
が

一
体
と
な
っ
て

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

県
内
の
近
況
で
は
、
宇
摩
地
域
が
平
成

十
手
一
一
年
四
月
に
任
意
協
議
会
を
設
問
、

南
小
恥
郡
五
市
町
吋
が
十
三
年
十
月
仁

法
定
協
議
会
を
設
置
、
京
宇
和
郡
四
町

及
び
、

k
浮
穴
郡
川
町
村
が
今
年
に
入

り
任
立
協
議
会
を
設
置
す
る
な
ど
、
日

下
全
市
町
村
が
合
併
を
前
提
と
し
た
諸

準
備
を
進
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

県
の
基
本
パ
タ
ー
ン
に
出
¥
小
さ
れ
て

い
る
大
洲
市
・
喜
多
郡
町
村
の
台
併
へ

の
取
り
組
み
状
川
で
あ
る
が
、
昨
年
五

月
二
十
三
日
に
八
幡
浜
地
方
局
市
町
村

合
併
検
討
凶
議
会
の
下
部
組
織
と
し
て

「
大
洲
市
・
喜
多
郡
市
町
付
合
併
検
討

部
会
」
が
設
問
さ
れ
、
こ
れ
ら
六
市
町

村
を
地
域
と
し
た
合
叶
に
か
か
る
報
告

す
一
日
の
作
成
、
情
報
交
換
、
法
定
協
議
会

の
設
立
に
山
け
た
準
備
機
関
と
し
て
研

究
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
協

議
を
行
っ
て
い
る
。

本
町
に
お
い
て
は
、
「
長
浜
町
合
併

問
題
検
討
会
」
が
、
基
本
パ
タ
ー
ン
を

参
考
と
し
た
J

ハ
市
町
村
の
合
併
に
閲
す

る
調
査
B

研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果
、
と

し
て
、
昨
年
十
二
月
に
「
市
町
村
令
併

嗣
丘
・
研
究
報
告
書
」
を
作
成
し
て
い

る
。
ま
た
、
議
会
に
お
い
て
は
、
合
併

問
題
対
策
特
別
委
片
会
を
設
置
し
て
い

た
だ
き
、
合
併
特
例
誌
の
期
限
切
れ
と

な
る
千
成
十
七
年
二
一
月
三
十
一
日
ま
で

の
ん
門
科
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
の
協

議
及
び
、
合
併
の
是
非
に
つ
い
て
広
ノ
¥

町
民
の
怠
見
を
問
、
っ
「
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
丘
」
に
か
か
る
協
議
'
検
討
等
を

し
て
い
た
だ
き
、
町
九
主
世
帯
へ
「
ア回収された町民アンケー卜調査票

一一5-



ン
ケ
l
ト
調
査
票
」
を
配
布
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
三
月
中
に
回
収
、
四
月
中

に
分
析
・
集
計
し
、
五
月
の
早
い
時
期

に
町
内
各
種
団
体
代
表
者
等
へ
そ
の
内

容
等
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
、

五
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
町
政
地

区
別
懇
談
会
を
開
催
し
、
六
月
中
の
関

係
市
町
村
合
併
検
討
会
の
判
断
材
料
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
町
民
合
意
の
も
と
に
具
現
化

さ
れ
る
こ
と
が
必
須
の
条
件
で
あ
り
、

今
後
、
議
会
・
行
政
・
住
民
が
一
体
と

な
っ
た
合
併
問
題
へ
の
対
応
を
心
が
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

終
始
全
力
で

対
処
し
て
い
き
た
い

以
上
、
新
年
度
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

町
政
に
臨
む
べ
き
所
信
の
一
端
を
述
、
べ

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
従
来
か
ら
の

施
策
等
に
つ
い
て
は
費
用
対
効
果
等
に

も
配
慮
し
た
検
討
、
改
善
を
行
い
、
さ

ら
に
発
展
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

新
規
施
策
・
重
点
事
業
に
つ
い
て
は
、

職
員
と
と
も
に
終
始
全
力
で
対
処
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
に
し
て
も

議
員
を
は
じ
め
全
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
な
く
し
て
は
、
円
滑
に
推
進
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

町
民
総
参
加
の
も
と
、
「
豊
か
に
輝
く

海
と
川
と
緑
の
活
力
あ
る
町
、
づ
く
り
」

陸軍軍蜜翠置

す
ぐ
や
る
課
の
設
置
に
つ
い
て

議
員
報
酬
に
つ
い
て

乳
幼
阻
ん
医
諜
費
助
成

制
度
に
つ
い
て

現
状
で
の
対
応
は
難
し
い

質
問
・
圃
圃
河
口
や
町
有
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
清
掃
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

や
、
小
浦
リ
バ

I
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
で
の
暴
走
族
の
問
題
等
、
い
ろ
い
ろ

な
問
題
を
耳
に
す
る
。
町
は
、
こ
れ
ら

町
民
の
声
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、

千
葉
県
松
戸
市
の
よ
う
に
、
「
す
ぐ
や

る
課
」
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。
財
源

が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
各
課
か
ら
一
人

ず
っ
そ
の
窓
口
と
な
る
よ
う
に
し
て
は

ど
う
か
。

に
遇
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

な
お
一
層
の
ご
指
導
と
ご
鞭
捷
を
賜
る

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。

富

一一一蹴由民

j享

答
弁
(
町
長

)
i
一
般
的
に
、
公
務

員
の
仕
事
は
期
聞
が
か
か
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、
私
も
迅
速
に
対
応
す
べ
く
指

導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し

一
方
で
は
、
公
正
を
期
す
た
め
慎
重
な

協
議
を
必
要
と
し
、
多
少
時
聞
が
か
か

る
点
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
ご
提
案
の

「
す
ぐ
や
る
課
」
の
新
設
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
地
方
行
政
の
複
雑
化
等
、
諸

般
の
事
情
を
考
察
す
る
と
、
課
単
独
で

の
処
理
に
は
限
界
が
あ
る
。
ま
た
、
職

員
が
持
ち
回
り
で
担
当
す
る
こ
と
は
、

一
人
の
職
員
が
凹
j
五
件
の
事
務
を
担

当
し
て
い
る
現
状
で
は
、
迅
速
化
圃
公

正
化
等
に
照
ら
し
困
難
で
、
逆
に
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
要
国
と
も
な

り
か
ね
ず
、
現
状
で
の
対
応
は
難
し
い

と
考
え
て
い
る
。

お
話
の
河
口
、
公
園
に
は
そ
れ
ぞ
れ

管
理
者
が
存
在
し
、
ま
た
、
い
ろ
い
ろ

法
的
な
こ
と
も
あ
り
難
し
い
問
題
で
あ

る
。
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に

は
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
町

と
し
て
は
、
住
民
か
ら
の
問
題
提
起
等

が
あ
れ
ば
、
関
係
部
署
、
責
任
の
あ
る

と
こ
ろ
に
必
ず
連
絡
し
て
対
処
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

議
会
で
十
分
な協
議
を

賞
開
:
・
県
議
会
で
は
、
議
員
報
酬
の 多くのボランティアが美観の保持に尽力されています

月
額
五
%
の
削
減
案
が
上
程
さ
れ
て
お

り
、
当
町
に
お
い
て
も
、
財
源
が
逼
迫

し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
早
急
に
対
応

す
べ
き
と
考
え
る
。
最
低
一
O
%
の
削

減
を
提
案
す
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
議
会
議
員
の
報
酬

に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
は
、
議
会
の

決
定
に
先
立
ち
、
「
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
」
へ
諮
問
し
意
見
を
聞
く
こ
と
と

し
て
い
る
。
今
回
は
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス

は
要
し
な
い
が
、
額
の
見
直
し
等
に
当

た
っ
て
は
、
十
分
に
議
会
で
ご
協
議
い

た
だ
く
こ
と
が
肝
要
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

6 

国
@
県
の
動
向
を

日
凡
な
が
ら

置
問
:
・
現
在
、
一
二
歳
児
未
満
は
医
療

費
無
料
と
な
っ
て
い
る
が
、
就
学
前
ま

で
の
助
成
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
る
。

県
で
は
、
入
院
に
関
し
て
は
就
学
前
ま

で
の
助
成
と
な
っ
た
が
、
一
般
外
来
も

そ
う
す
べ
き
で
あ
る
。
地
域
医
療
改
善

運
動
と
し
て
、
町
独
自
に
も
推
し
進
め

る
ほ
か
、
同
に
も
無
料
制
度
創
設
を
求

め
る
意
見
書
を
提
出
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
(
町
長
)
i
こ
の
た
び
、
県
に

お
い
て
は
三
歳
児
か
ら
就
学
前
ま
で
の

入
院
医
療
費
負
担
に
つ
い
て
、
対
象
年

齢
を
就
学
前
ま
で
拡
大
し
て
助
成
す
る



こ
と
と
な
り
、
本
町
に
お
い
て
も
、
民

に
合
わ
せ
実
帽
す
る
よ
う
、
こ
の
定
例

会
で
の
条
例
改
正
一
の
承
認
を
お
願
い
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後

大
洲
市
ト
一
須
ド
敵
地
域
め
一
般
廃
葺
物

処
理
施
設
陶
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
よ

り
の
排
水
か
ら
有
害
物
賞
、
か
検
出
さ
れ
た

が
、
こ
の
事
態
へ
の
対
憶
に
つ
い
て

西
酉
町
政
、
が
ま
も
な
〈
佳
期
を
迎
え
あ

が
、
町
畏
め
政
治
姿
勢
の
検
誼
に
つ
い
て

全
躍
保
に
万
全
を

し
て
い
き
い

軍
関
・
・
・
昨
年
七
け
か
ら
八
月
に
か
け

て
の
一
今
回
、
上
須
戚
地
区
の
産
業
廃
業

物
処
理
施
設
の
排
水
か
ら
、
環
境
基
準

値
以
下
で
は
あ
っ
心
が
有
害
物
質
が
検
出

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
上
須
戒
川
下
流
域

の
汀
々
が
業
者
に
検
査
委
託
さ
れ
て
般

出
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
こ
に
控
え
も
持
っ

て
い
る
。
周
知
の
と
お
り
、
上
須
戒
川

はし
1
町
上
水
需
一
の
水
源
で
あ
る
が
、
こ

の
事
態
に
ど
う
対
処
す
る
の
か
〕

害
弁
(
町
長
)
:
・
ま
ず
、
丈
一
一
百
の
蝉
一

前
の
仕
方
と
し
て
陪
認
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
が
、
町
ー
と
し
て
は
「
上
須
戒
川

の
さ
ら
な
る
枠
の
拡
大
、
同
へ
の
折
…
料

制
皮
創
設
運
動
に
つ
い
て
は
、
国
・
県

の
動
向
を
見
な
が
ら
怖
司
L
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ふ
。

中
野
富
山
明

一時一隅田貝

は
長
浜
町
の
水
源
で
あ
る
」
と
い
う
位

置
づ
げ
ば
し
て
い
な
い
。
過
去
に
も
現

在
に
お
い
て
も
、
上
須
成
川
か
ら
水
を

誌
り
て
い
る
と
い
う
季
実
は
な
い
。
ご

指
摘
の
意
味
に
お
い
て
は
、
柴
の
「
一
流

の
全
て
が
や
小
川
仰
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

多
少
意
味
介
い
が
達
、
つ
の
一
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。

仁
須
戒
地

K
一
い
は
、
管
間
仕
川
子
安
定

型
の
そ
れ
ぞ
れ
産
業
出
棄
物
最
終
処
分

場
が
あ
る
が
、
県
に
よ
る
指
導
・
監
祖
、

立
入
検
査
等
、
適
切
な
処
刑
内
が
な
さ
れ

て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
当
該
施
設
は
、

廃
棄
物
処
即
一
法
の
基
準
に
義
一
手
つ
き
設
置

さ
れ
て
い
る
。
地
下
水
や
周
辺
河
川
の

安
全
確
保
を
念
頭
に
、
水
川
只
検
査
も
定

期
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
県
の
検
査
結

川
市
で
は
い
ず
れ
も
排
水
基
準
値
を
下
回
っ

て
い
る
。
ま
た
、
大
洲
市
で
も
検
査
を

行
っ
て
お
り
、
周
辺
地
下
水
、
版
流
水

と
も
異
常
は
ぷ
め
ら
れ
て
い
な
い
。

ご
質
問
の
検
査
報
告
書
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
ぜ
ひ
お
見
せ
い
た
だ
き
た
い
。

何
の
宥
害
物
質
が
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ

う
な
方
法
で
採
取
さ
れ
検
出
さ
れ
た
の

か
、
そ
の
事
実
関
係
を
嗣
査
し
、
諸
機

関
に
そ
の
値
が
安
全
一
で
あ
る
か
ど
う
か

の
確
認
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
ま

た
、
柴
の
上
ル
小
道
の
水
質
松
本
ー
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
て
い
る
と

お
り
定
期
的
に
検
査
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
、
安
全
な
ぶ
の
取
水
と
町
民
の

安
全
確
保
に
万
全
を
期
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

努
力
を
重
ね
ていき
た
い

置
問
:
ま
ず
ダ
ム
山
題
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
ダ
ム
関
係
の
反

対
署
名
、
抗
議
は
、
ダ
ム
「
建
設
」
と

「
分
水
」
に
反
対
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
η

分
水
が
は
ず
れ
た
今
、
治
水
の
ダ

ム
は
差
し
支
え
な
い
と
い
う
の
は
前
進

い
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
四
国
地
方
整

備
局
七
業
監
視
委
員
会
谷
巾
の
中
の

「
肱
川
流
域
の
合
意
形
成
」
に
つ
い
て

は
、
流
域
の
各
首
長
だ
け
で
な
く
、
住

民
の
皆
さ
ん
の
賛
成
が
必
要
と
考
え
て

い
る
の
か
~
さ
ら
に
、
こ
の
ほ
同
上
交

通
省
か
ら
新
規
利
点
の
話
が
あ
っ
た
と

思
う
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

次
に
、
町
長
の
前
職
時
代
に
起
き
た

丸
投
げ
事
件
と

4

一
億
円
申
告
漏
れ
事
件

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
今
、
反
省
の
言

葉
は
な
い
か
。

ま
た
、
町
の
公
共
事
業
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
一
却
の
業
者
に
偏
っ
て
い
な

し
，
ヵ長
徒
に
、
私
は
町
発
民
の
目
安
は
、

一
番
仁
は
人
口
の
噌
減
で
あ
る
と
思
、
つ

が
、
町
長
ば
そ
の
目
安
は
何
に
あ
る
と

考
え
て
い
る
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
ダ
ム
問
題
に
う
い

て
で
あ
る
が
、
分
水
問
匙
が
な
く
な
っ

た
今
、
こ
の
問
題
は
は
川
流
域
の
こ
と

と
し
て
身
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
九
然
、

流
域
の
什
志
形
成
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
山
鳥
収
ダ
ム
対
策
協
議
会

の
理
事
会
で
も
、
「
:
治
水
対
策
等
の

責
任
か
ら
、
洪
水
を
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設

及
び
鹿
町
川
ダ
ム
改
造
と
堤
防
整
備
で

防
ご
う
と
す
る
見
直
し
案
に
示
さ
れ
た
・•• 

肱
川
の
課
題
解
消
方
京
が
推
進
さ
れ
る

こ
と
を
強
く
求
め
る
o

一
と
い
う
旨
の

確
認
を
行
い
、
ま
た
、
県
知
事
を
は
じ

タム問題には流域の合景形成が必要

め
県
議
会
で
点
、
「
:
・
上
流
ダ
ム
群
の

整
備
と
河
川
改
修
が
必
要
不
可
欠
・
・
・
」

と
の
判
附
を
き
れ
、
治
水
中
業
の
促
進

を
出
土
交
通
省
に
強
く
要
望
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
施
政
方
針
で
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
お
り
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
ご
報
告
し
、
ご
意
見
を
伺
い

な
が
ら
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
新
説
利
水
の
件
で
あ
る
が
、

今
定
例
会
中
ト
ド
山
鳥
坂
ダ
ム
間
貸
対
策

特
別
委
員
会
も
開
催
さ
れ
る
の
で
、
詳

し
く
報
告
し
、
ご
検
討
を
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ダ
ム
問

題
が
肱
川
流
域
の
問
題
と
し
て
社
間
づ

け
ら
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
も
う
一
度
慎

重
に
検
討
を
要
す
る
大
支
重
要
な
問
坦

一 7-



で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

次
に
、
私
の
前
職
時
代
に
お
け
る
ご

指
摘
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
の
考
え

方
や
町
長
と
し
て
の
対
処
の
仕
方
等
、

す
で
に
こ
の
議
会
で
申
し
上
げ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
公
共
事
業
の
件
に
つ
い
て

は
、
毎
年
事
務
報
告
書
で
確
認
い
た
だ

い
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
今
後
も
、

公
共
工
事
発
注
に
当
た
っ
て
は
、
企
業

の
信
用
、
技
術
、
施
工
能
力
等
を
勘
案

町
長
選
挙
に
つ
い
て

長
浜
時
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

宅
地
造
成
に
つ
い
て

明
確
な
政
策
を
打
ち
出
し

町
民
の
審
判
を

軍
関
:
・
西
田
町
長
の
一
期
間
年
間
の

実
績
に
対
し
敬
意
を
表
す
る
。
し
か
し

一
方
で
は
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
諸
課
題
が
山
積
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
十
二
月
議

会
で
そ
の
意
思
表
示
を
留
保
し
た
町
長

す
る
と
と
も
に
、
法
を
遵
守
し
、
皆
さ

ん
の
信
頼
の
確
保
に
も
努
め
、
中
小
企

業
の
受
注
機
会
に
も
配
慮
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

最
後
に
、
町
発
展
の
目
安
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
私
と
し
て
は
、
第
四
次

長
浜
町
総
合
計
画
(
基
本
構
想
)
を
基

本
に
、
一
つ
ひ
と
つ
そ
の
町
づ
く
り
を

実
現
し
て
い
く
こ
と
が
、
町
の
発
展
に

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
努
力

を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

渡

辺

久

義

一
議
ロ
闇
(

選
挙
が
迫
っ
て
い
る
が
、
現
段
階
で
の

出
馬
の
考
え
は
ど
う
な
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
i
私
は
、
来
る
六
月

九
日
の
町
長
選
挙
に
再
度
立
候
補
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
社
会
経
済
の
厳
し

い
環
境
の
中
、
本
町
の
課
題
は
山
積
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
特
に
、
ダ

ム
建
設
問
題
、
市
町
村
合
併
問
題
は
、

そ
れ
ぞ
れ
本
年
六
月
中
に
は
そ
の
方
向

性
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に

あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の
選

挙
で
あ
る
の
で
、
明
確
な
政
策
を
打
ち

出
し
、
町
民
の
審
判
を
仰
ぎ
た
い
と
考

え
て
い
る
。

幅
広
く
利
用
し
て

1

こ
ご

f

、

L
f
fく

賀
開
:
・
柴
地
区
に
、
長
浜
町
高
齢
者

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
た
が
、

併
設
さ
れ
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
、
町
内
各
地
の
方
々
が
平
等

に
利
用
で
き
る
送
迎
車
の
運
行
等
、
そ

の
運
常
計
一
同
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
;
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
開

設
に
当
た
っ
て
は
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
介
護
保
険
施
設
と
し
て
の
事
業
指

定
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
運
営
を
行
う

こ
と
に
し
て
い
る
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
は
、
虚
弱
や
寝
た
き
り
等
の
高

齢
者
に
入
浴
、
給
食
等
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
社
会
的
孤
立
感
の
解
消
、
心

身
機
能
の
維
持
向
上
及
び
介
護
者
の
介

護
負
担
の
軽
減
を
図
る
施
設
と
し
て
利

用
で
き
る
。
一
方
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
個
人
が
事
業

所
を
選
択
し
、
他
の
在
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
と
調
整
を
凶
り
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
介
護
保
険
に

よ
る
送
迎
サ
ー
ビ
ス
は
原
則
と
し
て
庭

先
送
迎
と
な
っ
て
お
り
、
す
で
に
み
ど

り
苑
や
神
南
荘
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
も
、
当
施

設
に
変
更
も
で
き
る
。

施
設
の
定
員
は
二
十
五
人
で
あ
る
が
、

余
裕
部
分
に
つ
い
て
は
、
自
立
支
援
の

一
環
で
、
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
幅
広
く
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
し
て
お
り
、
す
で
に
大
洲
ホ
l
ム
や

と
み
す
寮
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る

方
に
つ
い
て
は
、
当
町
の
施
設
を
利
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

低
廉
な
宅
地
の供
給
を

質
問
:
王
子
ケ
丘
開
発
の
中
で
、
一

部
住
宅
地
と
し
て
二
十
医
画
程
度
で
き

た
と
思
う
が
、
一
区
画
の
面
積
、
譲
渡

価
格
、
譲
渡
時
期
等
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
ま
た
、
各
地
区
で
の
宅
地
造
成

計
一
両
は
な
い
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
i
王
子
ケ
正
宅
地
造

成
事
業
で
あ
る
が
、
全
体
で
は
十
六
区

画
を
計
両
し
て
お
り
、
現
在
十
一
区
画

を
造
成
し
て
い
る
。
今
回
譲
渡
す
る
区

画
は
、
代
替
地
を
除
い
て
八
区
画
を
予

定
し
て
お
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

四
月
に
回
覧
で
全
町
に
周
知
し
、
追
っ

て
公
募
に
よ
り
分
譲
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
大
ま
か
で
あ
る
が
、
一
一
K
画
は

8 

王子ケ圧に造成された宅地

六
十
一
二
坪
か
ら
九
十
五
坪
程
度
、
単
価

は
坪
当
た
り
七
万
円
前
後
、
公
募
受
付

は
同
月
下
旬
か
ら
五
月
上
旬
を
予
定
し

て
い
る
。

各
地
区
の
造
成
計
画
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
定
住
促
進
や
地
域
の
活
性
化
と

い
う
観
点
か
ら
、
民
間
支
援
策
の
検
討

と
併
せ
、
低
廉
な
宅
地
の
供
給
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

し
る



域
引
一
ψ
晶
子
校
の
跡
地

副
利
回
山
p
h何

事
校
教
育
に
つ
い
て

保
育
所

ω続
麗
舎
に
つ
い
て

長
浜
町
の
高
度
構
鞍
牝

引
町
一
囲
に
つ
い
ア

輔
自
の
保
全
に
つ
い
て

酔
開
化
め
注
水
環
境
対
策
に
つ
い
て

利
活
用
、
を
検
討
中
で

質
問
:
園
戒
川
小
学
校
は
本
年
一
二
月
末

を
も
っ
て
休
は
と
な
る
か
、
例
え
ば
、

林
間
与
松
や
ム
口
宿
晦
説
、
あ
る
か
は
少

年
白
然
の
家
等
の
よ
、
つ
な
も
の
と
し
て
、

有
効
利
用
し
一
」
は
ど
う
か
。

一
議
許
(
町
E
R
)

・
:
地
域
の
点
々
が
、

玖
施
設
の
布
効
利
用
等
に
つ
い
て
真
剣

に
協
説
い
た
だ
い
て
お
り
、
大
変
出
荷

し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
は
学
校
を

「
休
校
」
に
し
て
お
り
、
荒
本
的
に
は

い
つ
で
も
「
再
同
」
で
き
る
状
態
に

L

て
お
か
ね
ぽ
な
ら
ず
、
台
市
施
設
等
の

よ
う
な
改
造
は
で
き
な
い
。
現
紅
、
現

状
施
設
の
ま
ま
で
利
活
用
で
き
な
い
か

検
討
中
て
あ
ふ
が
、
行
学
校
聞
の
交
流

授
業
-
キ
ヤ
ン
ザ
、
総
ふ
け
学
科
手
に
利

用
で
き
れ
ば
L
f
一
考
え
て
い
γ

る
と
こ
ろ
で

あ
る
コ

い
て

宮

本

増

意

鵠一一雪国…

特
色
あ
る
教
育
、

学
校
づ
く
り
を

貫
開
:
・
平
成
卜
問
午
度
か
ら
、
学
校

完
全
週
五
日
制
が
導
入
さ
れ
る
が
、
長

浜
町
は
ど
の
よ
う
な
教
育
方
針
を
採
っ

て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
か
。

答
拝
(
教
育
長
)
・
:
平
成
ト
川
年
度

か
ら
学
校
完
全
週
五
日
制
と
な
り
、
新

教
育
一
課
撞
が
実
施
さ
れ
る
。
'
行
手
技
で

は
、
す
で
に
総
ム
口
的
な
学
習
の
時
聞
の

あ
り
方
等
、
新
し
い
学
四
指
導
要
領
の

ね
ら
い
を
踏
ま
え
、
さ
ま
ざ
士
な
収
り

組
み
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
私
も
、
趣

旨
に
基
づ
き
、
自
ら
学
び
、
判
叫
川
・
行

動
し
、
よ
り
よ
く
問
題
を
解
決
す
る
資

質
や
能
h
M
な
ど
の
、
「
生
主
一
る
力
」
を

行
成
す
る
教
育
へ
と
、
そ
の
基
調
一
転
換

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
そ
の

た
め
い
ド
は
、
体
験
的
苧
習
の
導
入
な
ど
、

学
校
独
自
の
川
忘
工
夫
を
こ
ら
し
て
欲

し
い
と
思
っ
て
い
ま
た
、
社
会
人

の
積
析
的
な
前
川
、
始
業
前
の
十
分
川

汗
一
一
川
書
等
の
ほ
か
、
実
態
に
応
じ
、
放
課

後
の
時
闘
を
市
川
し
て
補
完
的
な
学
刊

や
児
止
生
徒
の
、
五
体
的
な
学
習
を
支
援

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
毛
要
と
な
る
学
段
、

家
出
、
地
域
の
連
叶
引
を
強
町
、
変
革
を

進
め
る
教
眼
目
の
能
力
を
最
大
限
に
沿

揮
し
、
特
色
あ
る
敦
」
一
川
、
学
校
守
つ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る。
将
来
を
見
据
え
た

最
善
の
方
策
を

質
問
:
保
育
所
の
統
廃
合
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
建
物
の
老
朽
化
、
行
財
政

の
は
直
し
と
い
っ
た
見
地
か
ら
も
早
急

に
検
討
す
べ
き
と
思
う
か
、
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長

)
i
保
育
所
の
入
所
児

童
数
は
十
年
前
と
比
べ
て
約
四
割
も
減

少
し
て
お
り
、
今
後
も
少
子
化
傾
向
は

い
杭
く
も
の
と
思
わ
れ
る
一
ま
た
、
保
育

所
職
員
ぽ
、
児
空
福
祉
施
設
の
最
民
基

準
を
卜
凶
ら
な
い
よ
う
配
置
寸
J

る
必
要

が
あ
り
、
財
政
叫
、
施
設
の
老
朽
化
、

市
町
村
合
併
等
も
勘
案
す
る
と
、
統
廃

合
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
正
要
課
題
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

現
在
、
「
長
浜
町
立
保
育
所
統
廃
合

検
討
委
員
会
」
を
設
け
、
施
設
の
涜
一
陀

合
や
そ
の
時
期
、
施
設
の
改
築
、
時
代

に
即
応
し
た
事
業
与
に
つ
い
て
検
討
協

読
い
た
だ
い
て
い
る
。
ム
f

任
、
そ
の
杭

副
川
和
呆
を
踏
ま
え
、
地
払
の
皆
さ
ん
に

統
廃
合
に
つ
い
て
犯
者
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
将
米
そ
見
据
え
た
最
善
の
万
円
止
を

見
極
め
て
い
き
た
い
し
一
与
え
て
い
る
c

長
浜
町
総

回
を

基
本
に

質
問
:
政
府
の
打
ち
山
し
た

7
r
G
S

柄
相
ん
な
ど
で
は
、
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
高
速
化
が
自
問
さ
れ
て
い
る
が
、
也
つ

町
の
高
度
情
報
化
計
画
は
と
う
な
っ
て

い
る
の
か
c

答
弁
(
町
長
)
:
・
本
町
の
高
山
情
報

化
北
進
に
つ
い
て
は
、
長
以
町
総
合
計

画
を
基
本
に
北
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
国
の
?
」
mw
勺戸口一一

O
O
ご

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
重
定
地
策
と
し
て
、
平

成
十
七
年
度
ま
で
に
地
域
公
共
ネ
ノ
ト

ワ
i
ク
の
全
国
整
備
を
凶
る
こ
と
と
さ

れ
て
お
り
、
叫
山
部
と
過
疎
地
域
で
の

ネ
ノ
ト
ワ

i
ク
イ
ン
ブ
一
ブ
の
地
域
間
桔

差
解
消
の
た
め
、
世
田
地
方
公
共
凶
体

に
よ
り
整
備
す
る
よ
う
通
達
が
な
さ
れ

て
い
る
国
の
住
民
基
本
台
収
、
不
ソ
ト

ワ
l
ク
を
は
じ
め
、
総
合
行
政
、
不
ツ
ト

ワ
ー
ク
、
愛
媛
県
情
軒
ス

l
パ
?
パ
イ

ウ
工
イ
の
栴
長
な
ど
、
高
一
段
悩
報
化
時

代
ド
ド
対
応
で
き
一
)
ハ
』
長
浜
町
全
体
の
通
常

基
盤
整
備
し
↑
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
竜
チ

化
に
よ
る
ワ
ン
-
/
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

(
行
政
窓
口
の
一
本
化
)
を
目
指
し
た
、

総
ム
円
行
政
、
ン
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
、
龍
立
限
り
叫
し
た
い

質
問
;
盟
十
日
恥
化
事
、
に
よ
り
、
耕
作
放

誕
の
棚
旧
が
増
¥
え
て
い
る
。
治
ぶ
の
百

か
九
も
大
ホ
民
主
要
で
、
環
北
に
優
し
い

ダ
ム
と
も
二
百
う
べ
三
岡
田
の
保
全
に
つ

い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

害
弁
(
町
一
長
)
;
回
で
は
、
耕
作
肱回(樫在地区。資料写真)1M 
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棄
地
の
減
少
を
図
る
た
め
、
平
成
卜
一

年
度
か
ら
「
中
山
間
地
域
写
直
接
支
払

交
付
金
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
、
町

内
九
地
区
、
二
百
川
十
九
一
円
が
こ
の
制

度
を
活
用
し
、
農
地
保
全
に
努
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
由
民
道
等
の
管

理
機
能
向
上
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
限

り
配
慮
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

全
町
的
な
方
策
を

検
討
し
な
が
ら

質
問
:
・
治
水
の
た
め
に
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
ダ
ム
や
堤
防
の
み
で
な
く
、

保
水
力
と
水
の
浄
化
作
用
を
持
つ
、
広

葉
樹
林
の
整
備
を
推
進
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
河
川
改
修
、
公
共
ド
水

道
整
備
と
も
合
わ
せ
、
環
境
の
保
全
を

同
り
つ
つ
、
治
水
を
果
た
す
ダ
ム
の
あ

り
方
と
構
造
を
研
究
す
べ
き
と
思
う
が
、

町
長
は
ど
う
考
え
る
か
c

答
弁
(
町
長
)
;
・
肱
川
の
治
水
と
環

境
対
策
に
つ
い
て
は
、
甘
市
本
的
に
議
員

と
同
様
に
考
え
て
い
る
。
昨
年
、
山
鳥

坂
ダ
ム
調
査
対
策
特
別
委
員
会
と
と
も

に
松
討
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「
将
来
の

肱
川
を
考
え
る
」
に
お
い
て
も
、
森
林

整
備
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
将
来
の
肱
川
を
考
察
し
て
お
り
、
県

に
お
い
て
も
、
五
か
年
同
で
肱
川
流
域

の
森
林
整
備
を
行
お
う
と
い
う
動
き
が

あ
る
の生
前
排
水
な
ど
の
環
境
問
題
仁
つ
い

て
も
、
国
・
県
・
流
域
十
三
市
町
村
で

ー
肱
川
水
系
水
環
境
検
討
会
」
を
設
置

し
、
昭
和
三
十
年
代
の
肱
川
を
指
標
と

し
た
「
川
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
流
域
全
体
で
も
、
肱
川
清
流
保

全
条
例
の
制
定
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
公
共
下
本
道
一
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
流
域
の
水
質
汚
濁
改

長
浜
保
内
謙
特
定
道
踏

改
農
整
輔
工
事
に
つ
い
て

時
職
員
の新
規
f

採
用
に
つ
い
て

学
校
給
食
に
つ
い
て

強
く
要
請
し
ていき
た
い

質
問
園
Z

E

長
浜
保
内
綜
特
定
道
路
改
良

整
備
工
事
で
あ
る
が
、
特
に
穂
積
j
楠

本
同
は
工
期
が
長
く
か
か
っ
て
い
る
。

大
和
(
叩
)
地
区
の
工
事
と
合
わ
せ
、

一
日
も
早
い
全
而
完
成
を
要
望
す
る
。

ま
た
、
交
通
制
限
に
つ
い
て
品
、
前
U

ま
で
に
確
定
に
提
示
し
て
も
ら
い
た
い
の

善
の
み
で
な
く
、
生
活
環
境
の
質
の
向

上
等
最
重
県
施
策
の
ひ
と
つ
と
認
識
し
、

可
能
な
限
り
早
い
時
期
に
事
業
化
を
進

め
る
た
め
の
、
条
件
整
備
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
経
辻
、
全
町
的
、
な
排
水
処
理
の
方

策
を
検
討
し
な
が
ら
、
河
川
環
境
の
保

全
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

鎌

田

豊

珪
関
口
圏
一

町
か
ら
も
一
要
請
を
お
願
い
し
た
い
が
ど

う
か
。答
弁
(
町
長
)
:
士
指
摘
の
工
事
区

聞
は
、
地
形
、
地
盤
条
件
か
ら
施
I
に

要
す
る
て
期
も
長
く
な
り
、
利
山
者
の

皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
い
る
c

ま
た
、
施
工
中
の
適
切
な
安
全
一
確
保

に
つ
い
て
は
特
に
配
膚
を
攻
一
し
、
交
通

事
故
の
未
然
防
止
か
ら
も
、
発
注
者
の

愛
媛
県
に
お
い
て
は
十
分
留
意
さ
れ
、

施
仁
業
者
に
対
し
万
人
土
の
指
導
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
町
と

L
て
も
、

U
十
期
完

成
と
と
も
に
、
通
行
制
限
仁
か
か
る
事

前
周
知
に
つ
い
て
も
、
強
く
要
請
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

長
期
的
な

採
用
計
画
の
も
と
で

置
問
--a
来
期
に
お
け
る
職
員
の
判
別

抗
問
状
況
は
ど
う
な
フ
て
い
る
か
。
ま

た
、
合
併
を
控
え
、
こ
の
ま
ま
の
職
員

体
制
で
ス
ム
ー
ズ
な
協
議
は
な
さ
れ
る

の
か
。
さ
ら
に
、
紅
責
削
減
の
た
め
、

崎
貝
の
採
用
に
当
た
っ
て
法
慎
重
に
取

り
相
み
、
町
民
に
そ
の
を
勢
を
見
せ
る

べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
彩
え
て
い
る
の

カ
答
弁
(
町
長
)
・
:
町
職
員
の
新
規
抹

用
品
、
退
職
者
数
の
見
込
み
ゃ
、
各
課

か
ら
の
増
員
要
求
の
査
定
作
業
を
進
め

る
中
で
判
断
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、

町
施
策
推
進
に
立
脚
L
た
人
事
官
山
内
や
、

長
期
的
な
採
用
計
画
の
も
と
で
、
安
定

か
つ
継
続
的
に
行
う
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
平
成
十
四
年
度
は
、
一
般
時
五

人
を
含
め
八
人
が
退
職
予
定
で
あ
る
が
、

十
五
年
度
の
職
員
採
用
は
、
一
般
職
員

と
法
定
職
員
(
さ
く
ら
苑
の
職

H
)
と

を
合
わ
せ
数
人
を
予
定
し
て
い
る
。
今

後
、
多
く
の
職
員
が
一
度
に
沢
一
服
す
る

暗
則
を
迎
え
る
が
、
そ
の
町
の
こ
と
を

想
定
し
、
平
均
し
て
採
出
し
な
が
ら
最

終
的
に
ほ
職
員
を
減
ら
し
て
い
く
と
い

う
基
本
的
な
考
え
万
で
、
計
画
を
立
て

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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十
分
な
検
討
を

し
て
い
き
た
い

費
問
:
・
現
在
、
白
山
開
や
各
保
育
所

で
は
給
食
設
備
や
件
制
が
で
き
て
い
る

が
、
今
後
、
中
学
校
の
給
食
ス
タ
ソ
フ

は
ど
う
整
え
で
い
く
の
か
。
財
源
面
を

考
え
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
を
と
り
、

ノ
ウ
ハ
ウ
や
人
吋
を
中
学
校
に
提
供
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
思
う
か
。
ま

た
、
合
併
一
伎
の
運
営
々
針
に
つ
い
て
もさくら苑の厨房



考
え
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
学
校
給
食
に
つ
い

て
は
、
中
学
校
の
み
単
独
で
の
調
理
場

自
校
方
式
で
、
平
成
十
五
年
度
建
設
の

方
向
で
検
討
し
て
お
り
、
ス
タ
ッ
フ
に

つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
、
栄
養
士
一

人
、
調
用
員
五
人
程
度
を
予
定
し
て
い

る
》
ご
提
言
の
、
老
人
ホ

1
ム
や
保
育

所
等
の
嗣
理
員
経
験
者
を
充
て
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
人
事
交
流
も
図
ら
れ
る

ほ
か
、
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
統
廃
合

町
村
合
併
に
つ
い
て

山
高
額
ダ
ム
建
設
に
つ
い
て

肱
川
河
口
の
状
況
に
つ
い
て

肱
川
左
岸
工
事
(
歩
道
)
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
第
九
十
二
条

の
一
一
に
つ
い
て

皆
さ
ん
の
意
見
を

聞
き
な
、
が
ら

質
問
・
:
町
村
合
併
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
門
勘
努
力

が
必
要
で
あ
り
、
少
数
の
職
員
で
最
大

の
努
力
を
す
べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
、

以
前
、
町
長
は
私
見
と
し
な
が
ら
も
、

「
大
州
市
と
の
台
併
を
考
え
て
い
る
。
」

の
問
問
自
を
検
討
中
で
も
あ
り
、
今
後
、

十
分
な
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

市
町
村
合
併
依
の
辺
営
方
針
に
つ
い

て
で
あ
る
が
、
ま
だ
合
併
の
方
向
付
け

が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
時
点
で
考
え

る
こ
と
は
若
干
無
理
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
、
そ
の
方

向
が
明
砿
に
な
っ
た
時
点
で
、
十
分
検

討
し
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。宮

英

諸
問
国
田
一

と
発
一
一
目
さ
れ
て
い
た
心
産
業
基
盤
の
似

通
っ
た
町
村
と
合
併
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
異
性
を
生
か
し
て
い
く
べ
き
と
思
ろ

が
、
ど
う
考
え
る
か
じ

答
弁
(
町
長
)
:
町
村
台
併
に
つ
い

て
は
、
施
政
方
針
で
申
し
上
げ
た
と
お

り
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
そ

の
方
向
を
決
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
左
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
ご
指
摘

の
と
お
り
、
職
口
氏
は
合
併
の
あ
る
な
し

に
関
わ
ら
ず
、
適
正
な
数
で
最
大
の
努

力
を
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
ま
で
の
私
の
私
見
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
合
併
の
悟
千
先
に
つ
い
て
、
産

業、

Mm
氏
、
文
化
、
生
活
圏
手
を
勘
案

し
た
中
で
、
そ
の
時
点
で
の
個
人
的
な

考
え
の
一
端
を
申
し
上
げ
た
も
の
で
あ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ど
う
い
っ
た

組
み
合
わ
せ
で
合
併
を
検
討
し
始
め
る

か
、
そ
の
方
向
性
が
六
月
に
山
て
く
る

の
で
、
そ
れ
を
前
提
に
し
た
形
で
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
立
見
を
十
分
反
町
で
き

る
よ
う
な
形
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

流
域
一
帯
と
な
っ
て

取
り
組
む
べ
き

質
問
:
園
山
烏
坂
ダ
ム
建
設
に
つ
い
て

は
、
大
洲
市
と
郡
内
町
村
が

M
ヒ
考
え

で
対
応
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
っ
て
い

た
が
、
十
二
日
の
大
洲
市
議
会
で
の
議

員
の
質
問
に
対
し
、
「
県
へ
治
水
要
望

に
行
一
つ
一
売
際
、
「
ダ
ム
で
な
く
、
堤
防

整
備
と
鹿
野
川
ダ
ム
の
改
需
に
よ
っ
て

治
水
効
果
を
期
待
し
た
い
。
」
と
お
願

い
を
し
た
ら
、
即
、
長
浜
町
長
に
「
ダ

ム
で
な
け
れ
ば
効
果
が
な
い
二
と
、

一
言
わ
れ
た
の
」
と
い
う
趣
旨
の
市
長
答

弁
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と

公
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
私
の
記
憶
で
は
、

大
川
市
長
が
「
大
洲
市
民
の
ダ
ム
反
対

者
の
多
く
が
、
『
堤
防
整
備
を
す
れ
ば

上
い
。
鹿
野
川
ダ
ム
の
改
修
を
す
れ
ば

土
い
。
い
と
い
う
よ
う
な
考
え
を
持
っ

て
い
る
。
し
と
い
う
討
を
さ
れ
た
時
が

あ
っ
た
か
と
思
っ
て
い
る
。
私
は
、
昨

年
議
九
五
と
と
も
に
策
定
し
た
「
将
米
の

肱
川
を
考
え
る
」
で
も
指
摘
の
、
堤
防

と
ダ
ム
に
よ
る
治
水
対
策
と
い
う
考
え

方
を
基
に
、
「
罪
防
で
安
全
を
確
保
す

る
と
す
れ
ば
、
長
浜
町
の
場
台
、
川
幅

を
広
げ
た
り
、
堤
防
高
を
さ
ら
に
市
く

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
地

理
的
条
件
か
ら
不
可
詣
で
あ
る
。
上
流

を
崎
町
で
閉
め
切
る
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
司
、
ど
う
し
て
も
遊
水
地
機
能
を
持

つ
施
設
が
必
要
で
あ
る
。
」
と
、
下
流

域
の
烹
場
か
ら
申
し
上
げ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
問
題
を
方
山
付
け
る
ト
し
で
は

流
域
の
合
立
が
不
可
欠
で
あ
り
、
上
流
、

中
流
、
下
流
と
い
っ
た
と
と
で
は
な
く
、

流
域
一
帯
L
f
一
な
っ
て
取
り
組
み
、
議
論

を
重
ね
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。施
設
の
保
全
に

努
め
て
い
き
た
い

費
問
:
・
激
特
事
業
に
よ
り
、
上
流
か

ら
煙
防
整
怖
が
な
さ
れ
た
上
、
川
幅
が

狭
く
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
危
険
を
感

じ
て
い
る
。
現
に
、
沖
浦
側
の
堤
防
に

は
ひ
び
が
入
っ
て
お
り
、
早
急
に
こ
の

実
態
を
調
査
し
対
応
し
て
も
ら
い
た
い

が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長

)
i
肱
川
河
刊
の
状
況

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
特
に
咋
年
の
芸

予
地
震
後
は
、
各
施
設
等
に
変
化
か
な

い
か
、
定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
指
示

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
川
口
部
に

お
い
て
も
、
左
岸
(
沖
浦
)
側
の
新
大

橋
下
郎
付
近
の
護
岸
に
、
一
部
亀
裂
や
、

石
積
み
が
抜
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
応

急
的
令
復
旧
計
画
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、

実
施
が
伴
定
次
第
、
関
係
団
体
に
協
議

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

県により改修工事がなされた沖浦護岸
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本
格
的
な
対
策
に
つ
い
て
も
、
国
・
県

と
の
連
絡
を
ど
り
な
が
ら
、
そ
の
対
応

の
仕
方
を
確
需
し
て
い
き
た
い
と
患
っ

て
お
り
、
今
後
も
、
調
杢
パ
ト
ロ
ー
ル

等
を
強
化
し
、
施
設
の
保
全
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ら
。

強
ぐ
薬
草
し
て
い
き
た
い

質
問
i
肱
川
左
岸
一
十
下
(
歩
道
)
に

勺
い
て
は
、
先
般
、
改
良
工
事
に
向
け

た
調
賓
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
の

こ
の
場
所
は
胤
が
強
い
こ
と
も
あ
り
、

M
-
県
に
汁
し
安
全
な
広
道
の
完
成
の

た
め
の
努
力
を
す
べ
き
と
思
う
が
、
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
っ

答
弁
(
可
畏

)
i
沖
浦
地
区
の
肱
川

主
岸
側
(
歩
道
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

現
在
、
河
川
改
修
が
下
流
域
優
先
で
行

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
計
岡
が
未
だ
提
示

さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
道
路
整
備
計
一
両

も
確
定
し
て
い
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
も
、
危
険
度
の
高
い
赤

橋
か
ら
上
流
の
改
良
済
み
ま
で
の
反
問
、

約
二
百
二
十
日
に
歩
道
設
置
の
要
望

が
あ
り
、
町
と
し
て
も
県
に
お
願
い
し
、

現
在
、
田
由
一
県
に
お
い
て
協
ザ
附
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
先
般
、
県

で
は
歩
道
計
幽
に
必
一
山
切
な
ポ
ー
リ
ン
グ

調
査
を
実
施
ぎ
れ
た
の
で
、
今
後
、
暫

定
断
面
で
の
協
ん
J

献
が
な
さ
れ
る
も
の
と

思
っ
て
い
る
。
実
施
計
州
に
つ
い
て
は
、

ご
指
摘
の
と
お
り
風
の
強
い
問
所
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
安
全
か
っ
、
快
適
な

歩
道
整
備
を
聞
く
要
望
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

公
平
公
正
の

理
念
に
立
醐
押
し
て

費
問
:
地
方
白
川
治
法
第
九
十
三
条
の

三
(
議
員
の
閣
係
私
企
業
の
就
職
の
制

限
)
の
丘
法
趣
旨
を
厳
し
く
長
け
止
め

町
長
の
組
放
が
経
営
す
る
企
業
に
対
し

て
は
、
町
の
公
其
事
業
の
請
負
契
約
及

櫛
生
漁
港
融
修
事
業
に

か
か
る
工
事
一
一
一
同
量
一
貫
主
ど

十
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予
一
日
一
一

一
平
成
十
三
年
度
長
浜
町
一
性
会
計
rγ

算
に
四
千
八
百
二
十
一
九
刀
七
千
円
が
補

正
さ
れ
、
予
算
総
額
は
『
一
八
十
六
億
九
千

百
九
十
七
万
八
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
ん
f

凶
袖
正
さ
れ
た
、
一
上
な
使
い

辺
は
次
の
と
お
り
で
す
。

六
民
生
費
〕
社
会
福
社
総
務
費
と
し
て
、

び
、
発
注
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
は
ど

答
弁
(
町
長
)
:
E
パ
長
に
関
し
て
は
、

地
方
自
治
法
第
百
四
十
二
条
に
「
長
め
一

詰
負
等
の
川
小
止
」
の
条
文
が
あ
り
、
基

本
的
に
は
同
じ
趣
旨
で
あ
ろ
う
と
思
っ

て
い
る
。
私
自
身
の
問
題
と
し
て
、
親

族
経
営
の
企
業
に
対
す
る
対
応
で
あ
↓
心

が
、
法
置
を
遵
守
し
、
公
共
工
事
の
指

名
に
山
っ
た
っ
て
は
、
施
行
能
力
や
信
頼

度
等
の
要
件
を
配
慮
し
、
公
平
公
正
の

理
念
に
立
脚
し
た
地
方
自
治
行
政
の
円

滑
な
推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
と

て
い
る
。

身
体
障
害
者
更
正
接
護
施
設
へ
の
入
所

者
が
退
所
し
た
こ
と
に
伴
う
委
託
料
及

ぴ
、
山
一
式
予
地
震
被
害
住
京
修
繕
支
援
事

業
補
助
令
の
確
定
に
伴
、
っ
不
用
一
偵
の
減

額
並
び
に
、
普
通
交
付
税
に
算
入
さ
れ

た
阿
保
財
政
安
定
化
支
援
事
業
費
の
確

」
じ
に
伴
、
つ
阿
保
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

一
下
三
行
川
十
一
一
万
円
を
補
正
。

〔
高
生
害
一
]
塵
芥
処
理
費
と
し
て
、
大

川
山
車
口
多
市
町
村
組
合
ご
み
処
理
施
設

負
担
金
の
確
定
に
伴
、
っ
不
用
額
八
百
三

十
一
万
八
千
円
を
減
額
補
正
コ

門
最
林
水
一
時
一
業
費
〕
漁
港
建
設
費
と
し

て
、
副
生
漁
港
改
修
事
官
に
か
か
る
九

回
の
第
一
一
次
補
正
予
討
が
確
定
し
た
こ

円と
をに
宇甫 f半
_lFう
Q 工
事

OL4 
主主主

等
フ工

十
五
万

脇
町
膏
境
保
全

条
嗣
を
制
定

近
咋
の
社
会
経
済
の
発
展
と
生
前
環

境
の
変
化
に
伴
い
、
一
級
河
川
肱
川
を

は
じ
め
町
内
の
河
川
に
お
い
て
も
清
流

が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
よ
と
か
ら
、
味
川

流
域
山
町
村
の
う
ち
、
一
市
九
町
一
一
付

が
一
体
と
な
っ
て
、
美
し
く
県
か
な
肱

川
を
中
心
と
し
た
河
川
の
浄
化
と
、
河

川
環
境
の
保
人
下
一
を
守
る
た
め
に
制
定
さ

れ
た
も
の
で
す
。

長
浜
町
長
、
酌
役
、
収
λ
役

給
与
条
例
の
一
部
を
改
正

木
町
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
一
材

年
度
予
算
は
、
財
政
の
見
直
し
を
は
じ

め
、
町
独
自
の
施
誌
の
推
進
と
粁
常
経

費
の
節
減
を
念
頭
に
編
成
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
三
役
の
給
与
を
減
額

す
る
こ
と
に
な
ハ
ノ
ま
し
た
。

減
額
す
る
給
予
は
、
現
れ
支
給
し
て

い
る
年
間
の
期
末
手
当
三
a

五
五
月
に

つ
き
、
町
長
が
一

2

L

八
五
円
減

ω
一・

九
月
、
助
役
と
収
入
役
が

0
・
九
五
刀

減
の
二
。
六
月
の
支
給
と
す
る
も
の
で

す
J

こ
れ
に
よ
り
、
年
間
で
、
町
民
い
か

fu五
十
一
万
八
千
円
、
助
役
一
か
じ
十
万

ム
ハ
下
八
百
四
十
七
円
、
収
入
役
が
に
一
八
十

五
万
四
千
山
一
白
七
円
の
そ
れ
ぞ
れ
減
額

と
な
り
ま
す
。
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畏
浜
町
教
育
長

の
一
部
を
改
正

三
役
の
給
与
減
額
に
合
わ
せ
、
助
役
・

収
人
伐
と
同
様
に
、
現
存
の
期
末
手
当

一
一
了
五
五
日
が
、

0
・
九
五
月
以
の
二
・

六
月
の
支
給
、
炉
一
寸
ゐ
も
の
で
、
年
間
六

十
二
万
六
千
二
円
の
州
新
と
な
り
ま
す
コ

園
理
資
産
評
価
申
一
世
査

委
員
議
委
員
広

松
岡
現
実
氏
を
再
選
缶

μ一
山
町
固
定
資
崖
評
価
寄
査
委
員
九
五

零
員
の
松
岡
弘
美
氏
は
、
平
成
十
凶
作

三
月
一
一
一
十
一
口
を
む
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
た
め
、
後
任
に
同
氏
を
内
選
任
し

議
会
の
同
志
を
求
め
た
結
果
、
出
羽
一

致
で
同
意
さ
れ
、
主
将
町
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
日
に
山
ま
り
ま
し
た



活凡な血筋rzてι』
子どもにも生活習慣病予備軍が増えていますI!

〔例]生活習横摘を走塁己しやすい生活リズム

丘fーIj可二1h-E3-
l午前6B寺
7時 | 起床 寝起きが悪く時間がないので、慌て

8 B寺 | 登校 i て支虐し朝食も食べすに学校へ。

4
h
 

p
 
E
Y
 

唖軍若
吋
じ

学E量購釦栄養

学校 | 勉強(こ集中できず、力が入らない。

(体が疋るい。)

午後4時| 帰宅 おやつにスナック菓子 1器、炭韻飲
ち時 I :家でゲーム| 料 1;本

7時 | タ主主 i おやつの影響で半分は残す。

9時

11時
12時

お風呂 お風呂の後にオレンジジユース 1本。

就寝 1. TVを見ていて、今夜も寝るのが遅
|い。

※鐘講習損害毒予鯖

時令塔ド監事与1=

⑦早~者早起きのリ又ムをつくる。

@判こjiI{i iゆとりをもって、しり

?ウパ)1てぺる。
③夕立前のお菓子の質と呈に注意、

~ 

包

ノ

近年、小・中苧止の日巴;前が増え、それが原因で糖尿病や高値])1、動脈硬化などの生活胃慣病

が増加していますっ肥満は遺伝なとへの体質も関係していますが、 i芝生活のみだれや運動不足な
ど、毎日の生活山崎iJτ大きく影響している場合が多く、了どもの頃ご]、らの正しい生前リズムの

形成が大事なことは言うまでもありません。

i221222 1211122221i nt i22 12222i iii i112 i121i 251112112121 i i i iiiiM252 i i i ii21 1 2222i2311M12i231 iE1111125 1 M1111iii 

i司障やっ選u約吋う;ffイ〉ト官ト代Tf}
お菓子などのえ品の多くに、 1" -~f己のよ

うな栄養成分が去示されています ニれ

らを参考に上手なおやつ選びをしと λて

子どもにとって、おやつは楽しく待ち泣 LL〉もの。

3回の食事でとり主れない栄養素を補ろものとけう

理由からも 3度の企事と戸jじくらい大切なものです。

しかし、お菓子に川ってしまっては、 JJTi質や糟介の

とi1すぎになり、肥満』こつな

がりやすくなりますので、お

やつ お4長jニにならないよう
hこ、守二字L.乳型品目果物を rll
心に手作りおやつなど、;量と

質、食べるタイミングを考え

てとるように J己サ宝けましょう η

くた、さし、
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£き£訟
パランスよく食べよう



今
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
そ
の
使
い
み
ち
の
概
略
は
次
の
と
お
り
で
す
。

文
中
の
%
は
、
前
年
度
当
初
予
算
と
の
比
較
で
す
。
円
グ
ラ
フ
の
性
質
別

歳
入
、
目
的
別
歳
出
の
(
)
内
の
%
は
、
同
予
算
に
占
め
る
同
費
目
の
割

合
で
す
。
一
般
行
政
経
費
は
、
特
別
な
も
の
を
除
き
例
年
以
上
の
節
減
に
努
め
る
一

方
、
住
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
直
結
し
た
事
業
や
産
業
振
興
対
策
に
つ

い
て
は
、
可
能
な
限
り
当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
白
滝
大
橋
及
び
養
護
老
人
ホ
I
ム
等
改
築
事

業
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
前
年
度
比
七
・
六
%
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一融会計予算

6，日50万円
性賓j刊の歳入は圃園血

諸収入 6，125万2千円 (1.2%)

繰越金 6，000万円(1.2%)

財産収入 4，312万2千円 (0.9%)

自動車取得税交付金 4，000万円 (0.8%)

地方特例受付金 2.100万円 (0.4%)

利子割安付金 700万円 (0.1%)

その他 100万1千円 (0.0%)

.... 
地方譲与税
7，600万円(1.5%)

分担金負担金
7，262万6千円
(1.5%) 

使用料手数料
7，397万2千円
(1.5%) 

地方消費税受付金
7.800万円 (1，6%)

国庫安出金
1億6，666万日千円
(3.4%、

平
成
十
四
年
度
当
初
予
算

(
%
は
前
年
度

当
初
予
算
と
の
比
較
)

総1二務:二聾
6億 5，103万 4千円(1.4%増)

一般管理、文書、広報、有線放送

電話、財産管理、企画、事~~聖母量
務連絡、電算管理、コミュヌ育係

ニティ推進、情報通信基盤 11頂rP
整備、徴税、戸籍住民登録、 ¥ I I 
選挙などに使われます。 ムLL

地方交付税
23億 5，000万円
(47.3%) 

九生費
(38.6%減)

民てJ
1 01:意5，585万 9千円

老人福祉、児童福祉、

身体障害者福祉、知的障

害者福祉、母子福祉や、

隣保館の運営、国民年金

事務などに使われます。

なお、今年度は、老人ホー

ム等の移転改築事業の完

了により大幅な減となっ

ています。

自的別の歳出{ま開園・

消防費 1億 1，204万4千円 (2.2%)

議会費 7，554方 3千円 (1.5%)

商工費 4，8917ゴ9千円 (10%)

諸支出金 4，535万円 (0.9%)

その他 1.790万7千円 (0，3%)

可F

教育費

3億 5，048万6千円
(7.1%) 

14 

衛_，..;c生..二畳
4億 7，505万 1千円 (0.1%増)

保健衛生全般、環境保護、ご、み処理などに使

われるお金です。 保健衛

生費と清掃費を計上し、

生活習慣病対策、健診事

業の充実、環境保全対策、

公害対策などを進めるこ

とにしてし、ま-9一。



農林君産業費
卓三Jムオまんが。:聾 3億 7，610万 3千円 (6.7%増〕

農業賓として、農業安員会の活動費や、農地

の流動化など農業令般の振興を|盟三〉ために使わ

れますとまた、林業費としては、森林整備担い

千手一碓f保呆べやつT柑椎白佐;1茸r生E房産子歪+の維引付今f促足進、林道整係備jなどに、
水産業費として、漁j港吾の整f備桔 妥語頴買密溺誌濯妥守!

4i意2，084万 1千円 (26.0%減)

県の補助i!i!j度を活用した道路改良整備を行っ

たり、河川l、下水道等の維持補修をしたりする

ために使われ主仁〉また、交.iill安全施設の設置、

さらには防災、公甘住宅、港湾

管理守にも使われます。
y必えび

ベやコ、稚魚の放流等のっくり育

てるi争、業のJ仕進に使われます。今年度主なものとして、町道

大平規や主要幹線、町道の改良

整備、また、地域聞を結ぶ道路

網の舗法手、改ヱミに安する経費

を日十ヒしています。
“教会

3億 5，048万 6千円 (2.4%減)

i商弘正d

4，891万 9千円 (14.9%増)

商工業の活性化のとめの経費を

はじめ、観光、官fシ、、イベント、
公闘の管理などに使われま寸、

学校、社会教育施設の充宅及び文化

事業、生i芹空習、スポーツ振興、青少

年の健全育成、人権問手11教育、国際交

流事業などに使われます。

消警 防同

:安芸 j責 費
1 3億 3，636方 3千円

(:3 O. 9'1ら士曽)

事業のために借り入れた

お金の償還金です。今年度

は、一部操トイ賞還を計問し

たことにより大幅なイヰIびに

なってしミま守一。

fczt業会吐J.~
l水道事業
2億 6，427万 7千円
今年!主も、徹底したilrd
水調子モをf戸、有収率び)1 IlJ 

上に努めると

ともに、動力

費等諸経費の

節{成を千三tぃな
がら桂営の安

定を|吋りまサ 。(乙あ
i工業用水道事業
: 2，564万円 . 

2 仁業用水は、 1日使 i

j用料が 3，300J/:);メート
jルの契約水量 C、現在3 : 
:干土にf共キ合してし、まーす。 i 

15-

吾子淳 之語長
国我五議 …Z足

7，554万 3千円 (7.6%減)

町議会運営のために使われます。

γ90万 7千円(皆町)

13年度に発生した災害の抱|十|仁

事貨を計上しています。

1億 1，204万 4千円

(13.2%土曽)

防火防災のために使われるも

ので、大iJlI地区
広域消防771務組

合負担金令どを

日IJ:-.Lcぐしミます〈

4，535方円(皆増)

柴地院の住J己用地取得に必要

な経費を計上しています。

「一一( 特 雪止一一会 計 )-一「
国畏健康保i喰 土地取得
1 1億 1，354万 7千円 (:3.3%減) 7，583万 2千円
l可民健康保険被保険者の医疲費を (27.8%減)
支給するための経刊です c 長浜港隣接地に公

国民健康保障直営診空襲所
I (青島)

I 1 'CC14= \~.~万 6 千円 (3.2%増)
悶民健康保険ほ保険者等の診療に

|要寸る続費で寸こ

!老人保健
11 !億8，214万円 ( 5.39b減)
老齢Jゴーの医療費を支給するための
経費ーごす。

港湾施設事業
1，746芳 9千円 (53.9%t円1

共用地を造成するた

めの経費です c

簡易水道事業
5， 1 1 1方 6千円

(2.1 ')(JJ骨)
簡易水道のJ7s営のための経宣でに
J 1施設で地JL;管珂ーが行われていま

介護保!喚
6億 3，210万 6千円 (10.1%増)
介護保険被保険者の介護治付をす
るための経費です。

港湾施設管理のための経費です。 臨品券 | 

住宅新築資金等貸付事業 1億 158万円 (79.5%増) j 
商品券を発行するための経宣， .c.~ υ1

1，461万 4千円 (().03%減)

住宅新築資金字の起債の償還金と 土地区画整理事業 ! 
償還に裂するための事務費です。

6，502万 7千円 (5，5:-iD.8%増) I 
そ手口(郷)地区の土地区画整理事 i
業を推進するための経質Jです ο ! 

」一日一日ー・←一一日←固一日一.._.一日ー“一日一一一一一一一一-←一一J



窓肖潟酪盛蹴E:4暗詫按昔説担恕繭E鴎r玲証蹴i寝君轍溜鼠酷η“読=誌掠E記J酒.遁酒韓盟酷害臨臨吉詰回訳:

5霊援東捜1葬輩鞍家軒E針す晴去簿著
3 苦ニターを募集Lます
I対象者} 県内ヂヒ{主のlI(':J20歳以上の方
で、省エネや環境問;，'BIこ同心のある方

[1舌動内容1 環境家計簿の記帳(平
成 14年 7月一 9月、 12月)平成 15年 2

H) Oi;j¥¥'首会に出席(6月に松山市で

開催、旅費支給)0記帳給地報告及び

モニタ」体験に基づく提言

【ら7J集人員] 5 0人(応募多
は抽選)

【応募方社l住所、氏名、年齢、性別、
職業、電話番号を明記の上、ハガキま

たは電子メールで申し込んでください O

[J芯募ロお問い合わせ先】干 90-8570

松山市一番町 4丁目4-2愛嬢県県民環境

都男女共同参商愚生活課(宮089-941-2

111 日 E-mail: seikatslJ@pref，ehime.jp) 

まで。

二:諸諸説;;阜~~:~::~~~~遁詔揺葺・5語目理担聾艶:::;;::x~::;:;:'邑:::司窪苦言語に:;:;:;:~~説話誕百5屈託~~話語温弱迫控抜歯=辛固唖器揖翠酷=邸Y拡E記部以明蕊ふ5土司端­

i /E文毒葺蓄若若E長厳害ι、金/のζζ‘案F内守
長i兵史談会では、

けてドます。

資料としでは、町内久保家文書:などを中心に、時には

基般の勉強として入門書;などを利肘しています。実際の

文書は、ゴ少に出しであるト:、 IIIE吾難詰1r)、癖等で、読み

にくく、これを読むには、多くの丈告を見、慣れること

が大切です。

興味、関心のある庁(土、

さし¥

[ fl日寺i毎月前 3_1二111'1[日
181ヨ)

[士岩iPJT] ふ 11.， あしミ会長')~

:'3 I替(第 2会議主)

Eお聞い合わせ】畏浜
町教育委員全文化掘興

需(位52-1111圏(有)216

1 )まで、。

【実施予定自 3次哀の

とおりです。

をおt

かつで ιj宝慮なくご主主力1Iくだ

「古文芹を読む会」かねてより

の場合

(斗二前10時一 11時:次回は 5月

門
川
)
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愛曝県では、
3月24日、ふれあい会館で、 『都市計画監域マスター70ラン』を震定します
長浜町商品券の公開抽選会が行

われ、次のとおり当選番号が決

まりました。

髄藤議藍覇軍盤調
NO掴139，001~153 ，999 

[: 1等] (5千円分商品券)

下 5桁
Q
U

ハU
Q

U

ρ
O
A官
庁

t

1

6

1

 

n
U

ハU
q
心

4
4
4
4
 

4 0 3 7 9 

41477  

50819  

5 354  8 5 3 763 

[" 2等.] (2千円分商品券)

下3村了 969  514 

[ 3等] (千円分商品券)

下 2桁 30 

I交換期限}平成14年 5月31日
(金)まで。

{交換場所1長浜町商工会ほか
[お問い合わせ〕長濃町商工会

(宮52-0312恒構03283) まで。

望書棚臓器4器弦欄轍繍鱒::":::織電器掲強議

室大溝j鐸鍵所からの
3 お頼。世

女性の健康相談

日時] 5月16臼(木)午後 4

H寺 ~5 日寺

[:Ii安diJT]ブメ川|イ呆T建同庁

思春期保健相談

日時] 5月23日(木)午後 1

H寺 ~4 日寺

ド湯舟î~] kiJ'↑11呆4建月斤
※と記、ともに要電話子約 O 無

3半半料ドドドH科一Jヰ斗、1干↓↓-
Eお閏い合わせ E 予約先〕

大洲保健所(器 24-3165)

まで。

17 

平成13年 5月に施行された都市計画法の改正により、県内すべ

ての18都市計画区域ごとに、広域の概ね20年後の都市の将来像や

都市づくりに関する基本的な方針を示す『都市計画区域マスター

プラン』を、法施行後 3年以内に愛媛県が策定することとなりま

した。

都市計i曲i[X:域マスタープランには、「①都市計画の目標、②区
域区分(いわゆる線引き)の決定の有蕪及び区域医分を定める際

の方針、③土地利用・道路・公閑・下水道等の主要な都市計画の

決定の方針」の 3つの項目を定めることとなっており、現在策定

作業を行っております。

マスタープランは、広くみなさんのご、意見を伺いながら策定す

ることが必要であると考えております。みなさんの自由なご意見

(まちづくり上の問題点やまちづくりの今後のあり方等)をお寄

せください。

Eお問い合わせ3愛媛県庁都市計画課(宮089-941-2111く内線38
60> 明 FAX089-941-2959.ホームベージhttp://www園pref.ehime.jp/ 

doboku / doboku2 / kabetu / toshikei / masterplan / masterplan.htm) 

まで。

託証酪誌固桜E苧争正午器:・~~:在@~容認常事:::::主主記事~::::::::~>>:~~説壮語託手話:::::::壮語正副主語~::~::::::::::::義諸王::::::語手話主主主:詰::::::::::::::臨:;:.æ~:::誌記~.::;S:点:::'・1

iZ 内閣総連大f2~蓄の書探オigg霊さねます

先の大戦で戦地等に派遣され、戦時衛生勤務に服された「旧日

本赤十字社救護看護婦JI旧陸海軍従軍看護婦」の方々(慰労給
付金受給者を除く。)に対して、そのご労背に報しミるため、内閣

総理大臣名の書状を贈呈しています。

なお、請求用紙は役場住民福祉課においてありますo

E請求回お問い合わせ先]干100-8926

東京都千代田1&霞が関2-'-2総務省大

臣官房管理室(晋03-5253-5182)まで。

15薄弱E掠R::~蹴::::~詰弔:::;~::・君臨器~::~民主主珪湿器:~~~~~宮古担:~~~:; ~ ~園口

，J ;宮鰯離島影 j新fU情報です i
午前 E

:0老人介護のあそび苧

中田光彦

;0総台百科事典 ポプラデイア

松 111分宰 : (1 ~ 12在) ポプラ干上

〔お問い合わせ〕大洲税務署総
絶滅寸前季語辞負

I日時] 5月 10 f::I (金)
10時~午後 3時

[場所]大iHIl商工会館

[内容l税金に関すること全般
I担当]高松国税局税務相談雫

み

EH阿
君

両

者

一ヌ到

著

町浜長

名書

務課(宮24-3115)まで。
夏井いっき

Oからだに良い習慣 悪い習慣

坂本玲三

Oひとりでも生きられる

瀬戸内寂聴
E 

， -周回明 E 園冒園田園田聞幽園 E 園園開園田町園田盟国 E 届幽圃圃--園田園』



外来 老人匡藤の訪問看護

①定締IJの~~養所(受診ごとに一定額を支払います) 場ζ援~ EJ ①定額制の訪問看護ステーション
1日800llJ二字850円 沼教繍 u澗ごとに一定粧を支払います。j

②定率制の病院(かかった医療費の 1割を支払います。 ¥ l~甥 1日600円コ640円

* 200/末末満の病院…lかJJの上限額3.000円コ3.200円 );1 }:r~ ②定率制の訪問看護ステーショシ

院外処方せん号交付された方 病院と粟局でそれぞれ1.500円コ1.600円 fかかった医療費の1剖を支払いま9-1 

* 200床以上の病院…1か月の上限額5，000f1J二>5，300円 1か月の上限祖3，000円コ:3，200fiJ
院外処方せんを交付された }j-病院と業同でそれぞれ2 ， 500目~2 ， 650円

老人塵壊の高額~覆費支給制巨費

同じ世帯、同じ月に病i誌で老人医療費の一部負担令が30.000円以上(町民税非課税世帯の方は21，000円以仁)[長療費を
支払った方が2人以上いた場合、またはl人が同じ月に2か所以上の病院で、それぞれ前述の全需を支拡った場介、そ

の医症買を合わせて37，200円(町民税非課百世帯の方は24.600円)を超えた額が支給されます。

※手続き!こ必要なもの…病~i:の領収書、医療を乏 itた方の郵便局以外の口町香号、老人医療支

入院時一部負担金限度額適用園入院時食事標準負担額減額認定

新たに入院される方、あるいは現在認定を受けており 5)=J末で有効期限が切れ、 6月U以、降も引き続き入院される方で

次びの〕条件に該当1る方方比:
?行tつて〈だきいO
①町民税非課税世帯の方…医療費(1か月 l二限21，600rJl、食事代(1日650flJ) 

②老齢福祉年金受給者で町民税非課税世帯の方…医位費(1か月上限15.000円)、食事代(1日300円)

※手続きに品要なもの…老人戸療受給者証、健康保険証、印鑑

また現在、入院時一部負担金限度績適用ー入院時食事標羊白担額減額認定の適用を受けておられる方ご¥食事代の長

期認定(直近1年間に入院H数が90日以上ある方、 1日650円二コ500円)あるいは、長期!認定に伴う食事代の差額支給を
申詰される万は、入院期間がわかる書類(領収書等)も持参してくださL央

老人保健草寺定疾病暫定

下記疾病に該ユ~する方i土、入院時!烹療費の 1 か月上限が10.000円どなり

ますので、子続きをれってください。

①人工透析をしている埋性腎不全

⑤血友病

③後天性免震不全症候群 :H1 V感染を含み、厚牛うj働大臣の定める杵)

※手続きに必要なもの…医師の意見害また辻、特定疾病療養受疲証、老人医壕受始者証、健康保険証、印撞

18-



老人塵要震の瞳害認建

身体に障害をお持ちの方で次の条件に該当する占は、町長から老人保健医療の適用を受けられますので、手続きを行っ

てください。

①国民年金法による障害基礎年金受給者1級、 2級の方

⑧嬢育手帳A、及びBの@の方 l詳しくは役場保健介護課国保係まで)

③身体障害者手帳1組、 2級、 3級の一部の方、 4級の一部の方(ただし3級、 4級の方につきましては、その障害の

状態により誇斗にならない場令がありますJ)

※手続きに必要なもの..国民年金証書または療育手帳または身体障害者手帳、健康保険証、印鑑

愛吉舎・務長憂宮参鞍医療費鈴嬢駄遣ド
同じ病気でい〈つもの病院にかかることを重援受話、種々な病

気でいくつもの病院にかかることを多受診と古い、ともに賢い病

院のかかり方ではありません)
同じ検査を何回も受付たり、色々な薬をもらうことになり、

療費が増すばかりか、身体にとって危険な場合もあります。

適正な受誌に心がけていただくことが、医療費の削減につなが
ります。そのためにも、かかりつけのお問者さんを持つなど、 11
頃の健康管J]lを大切にしましょう。
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学 1年生
(13年度人権作文集より)
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事
な
こ
と
は
「
差
別

は
い
け
な
い
。
」
と
い
う
一
一
口
葉
で
は

あ
り
ま
せ
ん
一

J

も
っ
と
大
事
な
事

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
そ
の
人

の
円
杭
ヤ
立
場
に
な
っ
て
考
え
、

そ
の
人
の
あ
り
の
ま
ま
全
て
を
受

け
と
め
る
こ
と
で
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
自
然
に
退
路
な

ど
の
設
備
が
変
わ
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
達
の
障
害

者
に
対
し
て
の
考
え
方
も
き
っ
左

変
わ
り
ま
す
。
障
害
と
い
う
一
一
パ
菜

は
、
私
達
の
中
に
も
存
在
し
ま
す
。

そ
れ
は
外
克
と
か
、
体
の
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
で
す
。
障
害

者
に
対

L
て
の
へ
ん
は
や
差
別
、

な
か
な
か
消
す
こ
と
の
で
き
な
い

心
の
障
害
で
す
c

み
な
さ
ん
も
考
え
て
み
て
下
さ

し
に
白
分
の
素
直
な
心
、
盲
べ
だ
の

心
に
向
き
什
っ
て
み
て
下
さ
い
コ

そ
し
て
気
づ
い
て
下
さ
い
。
そ
の

時
本
当
に
「
差
別
」
と
い
う
言
葉

が
自
分
の
中
か
ら
も
、
社
会
の
中

か
ら
も
消
え
て
い
く
ん
だ
と
思
い

ま
す
。障害
、

中
で
す
一
U

そ
れ
は
私
た
ち
の
心
の
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品民届出舗入闘期長雨時
会全体での世代間扶養どほ? 年金のメリットiま?

の

ひ
い
お
じ
い

さ
~
と
諸
方
の

び
い
お
ば
あ

b

さ

〈

個人だけで仕送りを続けるのは大変 1公的年金は、社会

全体で考える仕送りのしくみです。 20歳かS59歳までの

幅広い現役世代が納める保険料がその時代の高齢者の年

金給付に充てられますっ個人の力を持ちょって、社会全

体でお互いの安心と幸せを支えあうということですね。

老後に13万4000円の定期収入を確保するのはご覧の
ように大変です。でも、 40年間国民年金保険料を納

めておけば、 65歳以降は基礎年金だけでも上記の金
額を、、生涯げもらい続けられます。もう、年金のメ

リットはしっかりお分かりいただけまレたよね。

円

U
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大

騒
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の

七
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年
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山

月

一

日

か

ら

、

土

佐

の

長

一

一

祉

の

謂

わ

札

宗

我

部

元

誌

の

軍

勢

に

激

し

く

攻

め

ら

↑

!
れ
悪
戦
苦
闘
よ
く
防
戦
し
た
が
、
水
の

一

社

改

築

の

費

用

は

郷

下

平

手

を

断

た

れ

つ

い

に

落

城

し

た

ん

王

一

一
両
地
口
刊
の
川
町
付
で
ま
か
な
う
こ
と
矢
野
常
陸
守
正
秀
は
討
死
し
、
遺
子
矢

い
ず
も
の
か
み
ま
与
た
か

一
に
し
た
ご
寄
付
集
め
の
時
、
矢
野
野
出
雲
守
正
高
は
落
ち
延
び
、
依
に
、

一

常

山

止

す

正

夫

乃

の

子

孫

(

後

に

下

須

河

野

・

毛

利

両

氏

の

助

け

を

持

て

城

を

一

一

戒

村

の

庄

屋

)

で

あ

る

矢

好

正

興

取

り

返

し

再

び

居

城

し

た

。

一

一

氏

(

十

二

代

目

)

に

お

願

い

に

行

つ

天

正

十

三

年

(

一

五

八

五

年

)

八

月

、

准

一

打

一

た

と

こ

ろ

、

快

く

引

き

受

け

て

い

謹

酒

秀

吉

の

四

国

征

伐

の

際

、

本

古

川

勝

一

一

一

一

一

た

だ

き

息

子

さ

ん

の

名

一

山

一

配

貴

か

ら

勧

告

が

あ

り

矢

野

出

智

子

二

一
氏
)
で
多
額
の
寄
付
を
頂
い
た
。
正
古
同
も
午
丸
一
社
リ

t
t十
(
一
五
八
七
年
)

一

建

築

費

用

に

対

し

て

あ

ま

り

に

そ

の

子

太

郎

正

元

と

と

も

に

下

城

し

た

。

一

応

一
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多

苧

川

小

川

り

で

、

建

築

委

員

会
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更

に

、

秀

吉

の

「

一

国

一

城

い

の

方

針

三

一
汗
い
い
い

U
M汗
汁
引
い
γ
目

立

首

長

わ

れ

、

一

一

一

た

。

後

年

、

正

元

の

附

1
1
4

か

く

さ

え
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ん

ま

さ

~
記
念
碑
に
は
、
「
大
陰
城
跡
の
社
嫡
子
覚
太
衛
門
正

一
の
謂
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」
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防
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と
。
丈
一
而
は
、
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、
丈

一
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兵
頭
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の
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禄
二
年
(
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五
九

一
測
大
陰
城
一
を
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し
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作
り
、
一
二
年
)
下
煩
戒
村

一
矢
野
正
則
氏
に
訂
正
し
て
い
た
だ
の
庄
屋
と
な
っ
た
。

一
い
た
。
文
面
は
次
の
と
お
り
で
あ
そ
の
後
、
常
陸
守

一

る

。

を

は

じ

め

戦

い

で

討
死
し
た
多
く
の

一

大

陰

城

は

、

元

亀

三

年

で

五

人

た

ち

の

霊

を

慰

「
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萌
(
下
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拭
)

め
る
た
め
、
大
陸
城
跡
に
社
を
佳
て
、

毎
年
山
川
、
正
芳
心
命
日
に
「
お
こ
も

り
l

を
し
て
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

山
酔
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V
f
v
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F

ぺ

鳴
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M
ぜ
か
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V
F
d叶
叫
れ
移

urf‘

改築前の社

怯藤供問課題重重量開票日です

みなさん必ず

※不在者投票ができる日時回場所

投票日に、仕事やレ Lャーなどでは票ができない方は、

青示 rl (6月 4日) .~~投票日前日( 6月 8日)までの、

午前 8時 30分~午後 8時までの間に、長浜町体育館で

不在者投票ができます。

詳しぐは、長漠町選挙管理委員会

2) までお問い合わせ〈ださい。

(宮52-11竹圏構)202
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タ
イ
ム
ダ
一
7
1
で
地
域
づ
〈
り

ー
豊
茂
公
民
館
研
究
大
会
1

一
一
一
月
三
日
、
豊
茂
公
民
館
で
第
三
十

四
回
豊
茂
公
民
館
研
究
大
会
が
開
催
さ

れ
、
地
元
住
民
約
七
十
人
が
参
加
し
た
。

「
支
え
合
う
明
る
い
聞
十
¥
つ
く
り
」
を

テ
1
マ
に
開
催
さ
れ
た
今
回
は
、
タ
イ

ム
ダ
ラ
l
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ジ
ャ
パ
ン
代

表
理
事
の
ヘ
ロ
ン
久
保
田
雅
子
さ
ん

(
松
山
市
)
を
迎
え
て
の
講
演
が
行
わ

れ
た
。
タ
イ
ム
ダ
ラ
ー
は
、
お
互
い
の

能
力
と
時
聞
を
会
員
の
間
で
交
換
す
る

新
じ
い
形
の
相
互
扶
助
シ
ス
テ
ム
。
参

加
者
ら
は
、
話
と
と
も
に
ゲ
I
ム
を
通

し
て
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
。

地
域
を
韓
関
し
く

ー
櫛
生
@
須
沢
ク
リ
ー
ン
作
戦
1

ゲームを通してタイムダラーについて学習する参加者

三
月
十
日
、
櫛
生
・
須
沢
両
地
区
に

か
け
て
第
七
回
櫛
生
・
須
沢
ク
リ
ー
ン

作
戦
が
開
催
さ
れ
、
地
元
の
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
約
百
十
人
が
参
加
し

た。
早
朝
か
ら
作
業
着
に
軍
千
姿
で
集
ま
っ

た
参
加
者
ら
は
、
ご
み
袋
を
手
に
海
岸

や
国
道
沿
い
な
ど
の
空
き
缶
や
ご
み
を

拾
い
集
め
て
い
た
。
ま
た
、
櫛
生
福
祉

セ
ン
タ
ー
前
の
菖
蒲
園
で
は
、
草
取
り
・

整
地
作
業
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
約
半
日

か
け
て
全
員
が
美
し
い
地
域
づ
く
り
に

汗
を
流
し
て
い
た
。

オ
ー
ブ
ン
を
記
愈
し
て

国道沿いを清掃する参加者たち

ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

オ
ー
プ
ン
記
念
大
会

1

三
月
一
一
十
四
日
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
、
同
施
設
の
オ
ー
プ
ン
記
念
大
会

(
男
子
バ
レ

1
・
レ
ク
バ
レ

l
)
が
開

催
さ
れ
、
町
内
か
ら
計
十
五
チ
l
ム
約

百
一
一
一
十
人
が
参
泊
し
て
オ
ー
プ
ン
を
祝
っ

た
。
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。

男
子
バ
レ
ー

〔
優
勝
〕
長
浜
体
協
バ
レ
l
部

〔
準
優
勝
〕
白
滝
成
人
バ
レ

l
部

〔
第
三
位
〕
大
和
V
C

レ
ク
バ
レ
ー

〔
優
勝
}
ク
ロ
ー
バ
ー
ズ

〔
準
優
勝
〕
プ
リ
テ
ィ

I
ズ

〔
第
三
位
]
ミ
ル
キ
ー
ズ

{
第
三
位
〕
ラ
ッ
キ
ー
ズ

感
じ

もミ

ら

22 

(
)
し
お
か
ぜ
ウ
ォ

l
ク
な
の
鶴
念
大
会
(
)

三
月
一
二
一
十
一
日
、
双
海
町
の
ふ
た
み

シ
ー
サ
イ
ド
公
園
か
ら
当
町
町
民
の
広

場
ま
で
の
間
約
十
七
凶
で
、
し
お
か
ぜ

ウ
ォ

1
ク
な
の
は
な
大
会
が
開
催
さ
れ
、

町
内
外
か
ら
約
五
百
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
予
讃
線
(
海
岸
田
り
線
)

の
活
性
化
な
ど
を
目
的
に
J
R
阿
国
が

開
催
し
た
も
の
で
、
今
回
で
三
回
目
。

午
前
九
時
、
一
行
は
し
お
か
ぜ
を
肌

に
感
じ
な
が
ら
↓
路
長
浜
を
目
指
し
て

ス
タ
ー
ト
。
途
中
の
今
坊
し
お
さ
い
市

で
は
、
地
元
の
十
刀
々
に
よ
る
お
茶
の
接

待
や
、
魚
飯
、
餅
つ
き
の
実
演
販
売
な

ネット際の攻防

ど
で
参
加
者
を
も
て
な
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
に
合
わ
せ
て
ト
ロ
ッ
コ
列
車
も
運

行
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
た
。

参
加
者
ら
は
、
ゴ

l
ル
の
長
浜
駅
で

完
歩
証
を
受
け
た
後
、
特
設
会
場
の
あ

る
町
民
の
広
場
へ
移
動
。
地
元
特
産
品

販
売
な
ど
の
各
種
出
庖
が
立
ち
花
ぶ
中
、

嵐
太
鼓
や
、
磯
崎
の
唐
獅
子
捧
が
披
露

さ
れ
た
ほ
か
、
赤
橋
の
開
問
、
お
楽
し

み
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
参
加
者
を
歓
迎

し
た
。

しおさい市で一息入れる参加者たち

参加者を歓迎した嵐太鼓の演奏
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労
r13

三
月
一
一
日
、
松
山
市
で
開
催
さ
れ
た

平
成
十
三
年
度
愛
媛
県
戦
没
者
遺
族
大

会
の
席
上
、
多
年
に
わ
た
り
戦
没
者
遺

族
の
援
護
と
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
、

地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

に
よ
り
、
次
の
々
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
戦

没
者
遺
性
ほ
護
功
労
の
表
彰
を
受
け
ら

れ

ま

し

た

に

(

敬

称

略

)

【
愛
媛
県
知
事
表
彰
〕

菊
地
三
佐
子
(
豊
茂
)

〔
愛
接
県
遺
族
会
会
長
表
彰
〕

西
山
基
(
今
坊
)

春
が
来
た
木
々
の
つ
ぼ
み
も
芽
ぶ
き
だ

す

五

年

世

本

昌

樹

満
開
の
桜
そ
パ
ッ
ク
に
万
真
と
る

五

咋

大

石

必

つ
く
し
ん
ぼ
川
ん
ぼ
の
す
み
で
せ
い
く

ら

べ

六

作

危

川

新

太

野
原
に
は
つ
く
し
の
大
群
な
ら
ん
ご
る

六

年

宇

都

宮

清

ふ
さ
の
と
う
は
っ
ぱ
に
つ
つ
ま
れ
大
切

に

六

年

藤

岡

佳

寛

不
業
式
き
れ
い
な
し
せ
い
で
送
り
出
す

六

年

森

内

貴

寛

5
-長
浜
町
社
会
福
祉
大
会
1

三
月
二
十
二
日
、
町
件
育
飢
で
第
三

十
三
回
長
浜
町
杜
会
福
祉
大
会
が
開
催

さ
れ
、
地
域
の
社
会
福
祉
向
上
に
功
績

の
あ
っ
た
方
々
や
団
体
が
、
次
の
と
お

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

【
社
協
評
議
員
多
年
勤
続
〕
高
橋
美
津

子
(
長
浜
)
、
官
平
子
(
ト
畑
一
成
)

{
主
任
児
童
委
員
多
年
勤
続
〕
平
田
旦

子
(
長
浜
)

門
社
会
福
祉
寄
付
功
労
〕

N
S
K
同
好

会
〈
白
石
亀
徳
代
表
〉
(
長
浜
)

{
献
血
運
動
功
労
〕

O
三
十
四
献
血
者
:
・

直
山
康
問
刀
(
大
洲
市

)
C十
町
献
血
者
・
:

谷
本
英
司
一
h
i
須
戒
)
、
中
嶋
勇
(
柴
一
、

(
八
円
油
場
(
上
老
松
)

〔
社
会
一
福
祉
功
労
】
大
谷
鈴
果
、
山
下

十
円
台
菜
(
以
上
長
浜
小
)
城
戸
龍
太

(
櫛
生
小
)
宇
都
一
円
聡
、
細
川
駿
也

(
以
上
大
和
小
)
稲
田
亮
介
、
菊
地
啓

良
、
菊
地
寿
日
目
、
鎌
田
里
沙
(
以
上
豊

茂
小
)
菊
地
裕
輔
、
白
石
官
一
見
、
黒
田

寛
明
、
東
美
穂
、
直
田
美
穂
(
以
上
長

門
地
域
福
祉
功
労
】
増
田
愛
子
(
長
浜
)
、

揃
午
聖
寿
会
老
人
ク
ラ
ブ
〈
金
子
正
徳

会
長
〉
(
櫛
生
)

F

祉
協
設
員
多
年
勤
続
〕
武
一
市
辛
子

(
長
浜
)

〔
社
協
評
議
員
多
年
勤
続
}
矢
野
ヒ
正

男
(
今
坊
)
、
松
本
喜
久
子
(
下
須
戒
)
、

岡
野
勝
敏
(
白
滝
)

〔
民
生
児
童
委
員
多
年
勤
続
〕
木
之
本

安
正
(
沖
浦
)
、
矢
野
和
子
(
下
須
戒
一

門
社
会
措
祉
事
業
寄
付
功
労
】
清
水
川
川

雄
(
戒
川
可
愛
媛
民
謡
同
好
会
堤
教

室
れ
堤
十
一
二
代
表
〉
(
長
浜
)
、
相
生

演
歌
ク
ラ
ブ
〈
小
川
政
雄
代
表
〉
(
下

須
戒
)
、
長
浜
町
丈
化
協
会
〈
同
町
勝

敏
会
長
〉
(
白
滝
)
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車、¥パリクルシダー
日曜日 行 事 名 場 所 時 間

15 水 びん・缶収集日

17 金 有害ごみ収集日

20 月 社会保険事務所出張相談日 長浜町商工会 9 :00~11 :30 

22 水
ぺットボトル・発泡

スチロール収集日

結核・肺がん検診 大和公民館 1 O :OO~ 11 :30 
23 木 結核・肺がん・基 戒川|小学校 13 :00~ 14:00 

本健診

結核・肺がん検診 街生福祉センター 1 O:OO~ 11 :30 

24 金
結核・肺がん・基 柴公民館 13:00~ 14:30 
本健診

粗大ごみ収集日

26 日
第8回健康フ工ス

保健センター 9:00~13:30 
ティ/~ル

28 火 不用犬回収日

30 木 ポリオ生ワクチン投与 保健センター 13:00~ 13:15 

4 火 結核・肺がん検診 出海公民館 1 O :OO~ 11 :30 

5 水 びん・缶収集日

結核・肺がん検診 豊茂公民館 1 O :OO~ 11 :30 
6 木 結核・肺がん・基 白滝公民館 13:00 ~ 14:30 

本健診

育児サークル・歯 1 O:OO~ 11 :30 
みがき相談・離乳

7 メ阜ヘ 食講習 保健センター

乳児健診 13:00~ 13:30 
古紙・紙パック収集日

10 月 社会保険事務所出張相談日 長浜町商工会 1 O:OO~ 15:30 

11 火
結核・肺がん・基

今坊しおさい館 13:00~ 14:30 
本健診

12 水
ぺッ トボトル ・発泡

スチロ ル収集日

13 木
結核・肺がん・基

保健センタ
9:30~11:00 

本健診 13:30~ 14:30 

結核・肺がん・基 保健センター 9:30~11 : 00 

14 ノ豆fi:: 本健診 13 : 30~ 14:30 
燃やさないごみ収集日

こいのぼりが立っていると、その家に男の子がし、

ることがわかる。端午の節句の 5月 5日に男児の出

生、成長を祈ってこいのぼりを立て、武者人形を飾

る風習は、全国的に普及している 。 こうした風習は、

江戸時代からである。 5月 5日の節句は、 5と 5を
うこ' しょう~

重ねることから重五、 菖蒲を用いることから菖蒲の

節句とも言 われている。菖蒲は薬草で、邪気を避け

悪魔をはらい、また火災をも除くという古くからの

信仰があり、よもぎとともに軒にさしたり、湯に入

れて菖蒲湯にした。

「柱の傷はおと年の…ちまき食べ食べ」の「ちま

きJは、ここらの地方では作って食べる習慣がなかっ
たようである。「柏餅」もしかり、かわりに、サルト

リイバラ、俗称サンキライの葉で巻いた「巻 きばっ

ぽ」を作ってもら ってよく食べたものだ。

5月は行楽の月 である。 1年のう ちで もっ ともさ

わやかなこの季節を心ゆくま で楽しむべきときであ

る。人間は仕事 と同様、楽しむ場合にも徹底的に楽

しむべきである。 うじうじためら っていたのでは、

いつしか人生 の春 は過ぎてしまう 。「古人、 ともしび

をとりて夜遊ぶ。 まことに故あるあり 。」と いうとお

り、古人も真剣に遊ばんとした。 晩年にな って悔い

を残すことのないよう、よく仕事 をしてよく遊べで

ある。活力が枯れはてた者は、遊ぶ気力さえ消えは

て、ぼんや りと 5月の休日を寝て暮らしたりする 。

人問、命ある限り、いつも 5月のようにさわやかに

生き たいものである。

喝P

事告

3
月
届
出
分

一
敬
称
時

イ主

氏

戸万

名

今月のトップは菊地孝さん・

千鶴さんのカ ップル

櫛 豊

生茂

千

酒菊

井地

下
須
戒

大
洲
市

下

田

白

石

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

3
月
届
出
分

一
敬
称
略
)

住

所

子

の

氏

名

保

護

者

名

今沖

坊浦

寧ね'1実え
々ね太た
良R号

島井
部上

イ主 3 士ε

所量才
氏界 や

名長 み

死1lIn-

亡
日寺
年
歯令

須

沢

櫛

生
長

浜
下
須
戒

長

浜

鶴 孝

鄭菊合植木

ごペア
三'9

サ
カ
ヱ

(九
九
)

繁

春

(七
九
)

直

衛

(八
四
)

春

生

(八
四
)

同

俊

(八
七
)

中田也E3
 

人口・世帯数のうごき

3月末現在 育可月 とσコ上lニ申!x

9，544人 40人減
人 口 (男4，500人) (男20人減)

女 5，044人 女20人減

世帯数 3，592世 帯 5世帯増
」ーーーーーーーー』

祐 重
敬
司勉 子生

24-

印制/陶 岸本印刷

平成14年5月1日発行 540号
発行:〒799-3401愛媛県喜多郡長浜町大字長浜甲480番地の3長浜町役場総務課
Tel 0893-52-1111 Fax 0893-52-0637 H P www，town，nagahama，ehime.jpいモード対応)


